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米
国
の
都
市
地
理
に
関
ナ
る
一
考
察

ー

ー

i
機
能
分
類
と
中
央
平
原
に
あ
け
る
発
展

1
1
i

大

爺

栄

十
九
世
紀
以
降
の
米
国
の
都
市
の
発
達
を
考
察
す
る
場
合
、

ア
パ
レ

1
ナ
ア
山
系
か
ら
ロ
ッ
キ
ー
山
系
の
間
に
ひ
ろ
が
る
大
中
央
平
原

- 29ー

ま
た
最
も
米
国
的
な
特
徴
を
も
っ
た
地
帯
と
し
て
関
心
の
対
象
と
な
る
。
全
体
的
な
統
一
一
位
を
も
っ
た
地
形
と
、
資

本
主
義
以
前
の
遺
制
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
う
け
な
か
っ
た
発
展
の
基
盤
と
、
そ
の
上
に
立
つ
諸
瑳
業
の
急
速
な
伸
長
と
都
市
の
形
成
は
、

は
、
最
も
重
要
な
、

ズ
に
よ
る
都
市
発
生
位
置
の
研
究
や
、

こ
の
広
大
な
地
帯
の
全
体
を
一
つ
の
視
野
に
包
括
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
す
で
に
古
く
、
例
え
ば
ロ
ッ
ド
ヲ
ェ
ル
・
ジ
ョ
ー
シ

グ
ラ

l
ス
の
地
域
的
、
機
能
的
な
系
列
形
成
に
関
す
る
先
駆
的
考
察
な
ど
が
存
在
す
る
が
、

ヤ
」
〉
」

で
は
最
近
の
都
市
機
能
分
類
に
関
す
る
研
究
を
援
用
し
な
が
ら
、
中
央
平
原
地
帯
の
中
で
、

対
照
的
な
特
色
を
持
つ
二
地
域
を
と
っ
て
観
察
を
試
み
る
。

そ
の
歴
史
的
発
展
と
産
業
の
形
成
に
つ
い
て

I 

都
市
機
能
の
分
類
基
準

米
国
都
市
の
機
能
分
類
に
関
す
る
、
包
括
的
で
方
法
的
特
色
を
も
っ
た
研
究
と
し
て
、

c
・
ハ
リ
ス
の
論
文

(Cgq・羽田
4
・
H
E∞
所
載
)

経
液
学
研
究



米
国
の
都
市
地
理
に
関
す
る
一
考
察
@
大
爺

の
系
統
に
属
し
、
米
国
都
市
年
鑑
に
年
々
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
、

G
-
K
・
オ
ー
ル
ス
シ
と

V
・
ジ
ョ
ー
シ
ズ
の
業
蹟
は
最
J

主
主
要
な

も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
吏
に
こ
れ
と
共
通
の
地
盤
を
も
ち
な
が
ら
、
統
計
分
析
の
方
法
で
対
立
す
る
研
究
は
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
日
・

さ
ら
に
一
二
の
問
題
に
つ
い
て
批
判
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

ふ
ル
ス
シ
の
論
文
で
φ

め
る
。
こ
の
二
研
究
の
結
論
を
摘
記
し
、

1. 

オ
ー
ル
ス
シ
u
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
分
類

G
-
K
・
オ
ー
ル
ス
シ
の
研
究
は
一
九
四

O
年
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
を
資
料
と
し
て
用
い
、

人
口
一
万
以
上
の
各
市
の
個
々
の
市
域
に
関

し
て
行
わ
れ
、

グ
ィ
ク
タ

l
・
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
研
究
は
一
九
五

O
年
の
デ
ー
タ
に
関
し
、

各
市
個
別
と

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
シ
・
エ

l
リ
ア

(
以
下
都
市
区
域
叉
は
全
都
市
区
域
と
訳
す
る
こ
と
多
し
)

の
双
方
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四

0
年
代
の
都
市
年
鑑
の
一
部
に
は
オ

ー
ル
ス
シ
の
分
類
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
が
、
統
計
分
析
に
多
少
の
相
異
の
あ
る
、
都
市
区
域
の
み
に
関
す
る
統
計
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

註

民

aSHUD--gロ
担
司
自
由
は
、
一
九
二

O
i
一
九
四
O
年
の
セ
ン
サ
ス
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
、
一
九
五
O
年
以
降
に
用
い
る
∞
E
E
P
E
5
2
8
a

M
V
O

ロ
S
白
戸
可
申
伊
と
で
多
少
定
義
を
具
に
す
る
。
後
者
は
中
心
都
市
と
、
そ
れ
を
含
み
、
叉
は
そ
れ
に
接
続
す
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
を
単
位
と
し
て
構
成

さ
れ
る
o

ど
の
範
囲
ま
で
が
但
司
自
由
に
含
ま
れ
る
か
は
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
の
向
仙
一
人
口
密
度
、

ω
労
働
の
種
類
、
。
中
心
都
市
と
の
社
会
的
及
び
経
済

的
関
係
と
の
三
つ
で
き
め
ら
れ
る
。

- 30ー

ヵ:

こ
こ
で
は
詳
細
な
相
異
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

両
者
の
研
究
は
共
に
前
記
ハ
リ
ス
の
論
文
と
同
じ
方
法
を
用
い
る
。

ハ
リ
ス
は
一
九
一
ニ

0
年
代
に
関
す
る
職
業
人
口
の
調
査
を
基
礎
資

料
と
し
て
使
用
し
、

工
業
都
市
、
小
売
業
都
市
等
の
分
類
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
彼
自
身
の
判
断
に
基
い
て
、
最
も
適
当
と
考
え
た
数
量

的
指
標
を
与
え
た
。

オ
ー
ル
ス
シ

t
v
ョ
l
y
ズ
の
研
究
(
両
者
の
聞
の
多
少
の
相
呉
を
省
略
し
、
以
下
オ
ー
ル
ス
シ

l
v
ョ
l

y
ズ
と

し
て
一
括
す
る
)
も
同
様
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
人
口
統
計
を
資
料
と
し
て
用
い
、
特
に
、
索
出
的
指
標
と
し
て
工
業
化
係

数

(
5
8
2内
宮
吉
円
山
口

m
g件
目
。
)
と
居
住
・
一
雇
用
係
数

(
O
H
H
G
-

ミ
B
g
?
目
的
広

8
2
5巴
。
)
の
二
つ
を
重
要
視
す
る
。



分類基準(対有楽人口%)

工業が50%以上，小売業30%未満。

工業が50%以上，小売業も 30%以上。

卸売業25%以上。

小売業第1位，工業20%未満。

工業第1位，しかし50%未満。

小売業第1位，工業20%以上50%未満。

大学在学生が市の人口の20%以上。

公務員が 15%以上。

鉱業が 15%以上。

運輸業が25%以上。

宿泊・飲食・娯楽業が10%以上，工業15%未満。

Ohlson-Jonesの都市機能分類第1表

名称

manufacturing 

industrial 

wholesale trade 

retaiI trade 

diversified 

div白rsified

edu巴ation

一
的
仇

M

W

品

仏

ι
R山
G

経
済
学
研
究

government 

mmmg 

transportatlOn 

resort or retirement 

M
叫

T

X

オ
ー
ル
ス

Y
H
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
研
究
中
、

わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
と
っ
て
重
要
な
都
市

機
能
分
類
の
要
点
だ
け
を
第
1
表
に
別
記
す
る
が

こ
の
研
究
は
全
体
と
し
て
次
の

様
な
項
目
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。

一
、
都
市
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ス
テ
ー
タ
ス

(gzguo-R山
口
∞
冨
吉
田
)

都
市
が
、

そ
の
市
域
だ
け
で
独
立
的
に
一
つ
の
都
市
機
能
を
遂
行
し
て
い
る
か
、

又
は
数
都
市
の
集
合
が
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
単
位
を
形
成
し
て
い
て
、

そ
の
中
に

中
心
部
市
と
周
辺
又
は
衛
星
的
な
都
市
が
存
在
し
て
い
る
か

こ
の
二
つ
の
場
合

前
者
を

I
(独
立
)

後
者
を

C
(
中
心
)
と

S
(郊
外
)
と
し
て
分
類
す
る
。
更
に

こ
れ
ら
三
者
を
そ
れ
ぞ
れ
居
住
人
口
と
区
域
内
雇
用
人
口
の
比
率
か
ら

B
(
均
衡
)

- 31ー

と

E
(雇
用
)
と

D
(居
住
仏

2
5
x。
弓
)
と
に
分
け
る
。

(
註
使
用
す
る
居
住
、
雇
用
係
数
が
オ
ー
ル
ス
ン
の
場
合
、
あ
る
区
域
内
の
雇
用
商
工
業
人
口

と
居
住
人
口
の
比
率
で
あ
り
、
ジ
ヨ
l
ン
ズ
の
場
合
、
分
母
が
そ
の
地
域
に
居
住
す
る
商
工
業

人
口
で
あ
る
の
で
、

E
と

B
、
B
と

D
を
区
別
す
る
数
字
が
前
者
で
は
五
五
%
と
四
O
%

で
あ
り
、
後
者
で
は
一
一
五
%
と
八
五
%
で
あ
る

J

二
、
都
市
の
借
家
料
水
準

下
(
-
。
豆
、
中
(
吉
伸

qgO1

一
都
市
区
域
内
の
平
均
借
家
料
水
準
と
比
較
し
て
、

上
(
宮
町
立
、
特
級
(
自
己
5
-
4
0
)

に
分
類
す
る
。
主
と
し
て
郊
外
都
市
の
性

門
凶
日
恒
常
山
)
、

格
を
分
類
す
る
指
標
で
あ
る
。



米
国
の
都
市
地
理
花
関
す
る
一
考
察

大
爺

三
、
都
市
の
経
済
的
機
能

第
1
表
に
そ
の
要
点
を
掲
げ
た
が

こ
の
表
の
分
類
の
う
ち
、

h
h
E

か
ら
均
三
ま
で
の
六
つ
に
関
し
て
は
、
都
市
内
又
は
都
市
区
域
内

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
人
口
を
基
礎
と
し
て
用
い
る
た
め
、

区
域
外
か
ら
通
勤
す
る
‘
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
同
町
内
旬
以
下

は
区
域
内
に
居
住
す
る
人
口
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
足
と
足
E

は
共
に
工
業
都
市
で
あ
る
が
、
後
者
の
方
が
よ
り
高
度
で
あ
り
、
足
、

と
河
S

は
共
に
多
面
的
も
し
く
は
均
衡
的
と
よ
ば
れ
る
範
時
で
あ
る
が
、
ヲ
ェ
イ
ト
の
存
在
が
工
業
か
小
売
業
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。

な
お
一
九
四

O
年
に
対
す
る
オ
ー
ル
ス
シ
の
分
類
は
前
記
付
の
基
準
で
め
む
(
通
勤
者
の
多
い
郊
外
)

に
属
す
る
都
市
の
経
，
済
機
能
は
そ

の
ま
ま
む
と
し
て
、

こ
の
表
の
分
類
と
同
二
半
面
に
お
い
た
が

ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
一
九
五

O
年
の
表
は
、

む
は
刊
の
範
障
に
属
す
る
と

し
て
国
に
対
し
て
は
更
に
上
表
に
よ
る
分
類
を
可
能
な
だ
け
行
な
っ
て
い
る
。

四
、
最
近
十
年
間
に
お
け
る
住
宅
建
設
率

- 32ー

こ
れ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
表
に
新
し
く
採
用
さ
れ
た
基
準
で
、
都
市
の
発
展
を
検
討
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
指
標
の
性
質
上
、
人
口

増
加
率
と
ほ
ぼ
平
行
す
る
が
、
こ
の
率
の
方
が
高
度
の
も
の
の
方
が
、
投
資
が
活
設
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
を
現
わ
す
も
の
の
様
で
あ

る。
五
、
工
業
化
係
数
と
居
住
・
雇
用
係
数

オ
ー
ル
ス
シ
の
論
文
で
は
こ
の
二
指
標
は
そ
れ
自
身
他
の
基
準
と
同
様
の
地
位
を
持
つ
機
能
判
定
の
要
素
と
さ
れ
て
い
た
が
、

シ
ズ
で
は
、
補
助
的
指
標
と
し
て
だ
け
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
前
者
は
円
四
の
経
済
機
能
判
定
の
用
具
と
し
て
の
性
質
を
も
つ
に
均
ら
ず
、

ジ
ョ

こ
の
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
独
立
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
後
出
の
第
日
表
に
こ
の
数
字
を
の
せ
る
が
、
分
母
は

工
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
数
、
分
子
は
工
業
従
事
者
数
で
あ
る
。
こ
の
分
母
は
、

な
く
、
公
務
、
自
由
、
交
通
通
信
、
電
気
ガ
ス
等
の
従
事
者
に
関
す
る
デ
ー
タ
欠
除
の
為
、
全
労
働
人
口
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も

こ
の
三
産
業
に
特
別
の
重
要
性
が
あ
る
為
で



の
で
あ
る
。
既
述
の
居
住
・
雇
用
係
数
の
二
つ
の
形
式
に
お
い
て
も
、
商
工
業
人
口
は
同
様
に
全
労
働
人
口
の
代
替
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

オ
ー
ル
ス
ン
礼
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
分
類
を
今
こ
こ
で
問
題
と
な
る
経
済
機
能
の
点
に
関
し
て
見
る
と
、
最
も
重
要
な
足
三
足
w
h
h
2
H
N
Z

同
則
、
系
列
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
区
別
と
な
る
数
値
が
、

経
験
的
妥
当
性
と
い
う
点
か
ら
選
ば
れ
て
い
て
、

あ
る
時
点
に
お
け
る
統
計

的
基
礎
か
ら
厳
密
に
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い
点
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
ハ
リ
ス
の
対
象
で
あ
っ
た
一
二
十
年
代
、

オ
ー
ル
ス

シ
の
四
十
年
代
に
は
妥
当
じ
て
も
、

そ
の
ま
ま
の
形
で
は
五
十
年
代
に
は
通
用
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
後
に
見
る
よ
う
に
オ
ハ
イ
オ
の

重
要
都
市
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が

相
互
間
の
顕
著
な
差
異
を
無
視
さ
れ
て
一
様
に
足
量
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
如
き
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
N
N
V

以
下
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
指
数
の
と
り
か
た
が
部
分
的
に
不
適
当
で
、

そ
れ
ら
の
数
を
不
当
に
減
少
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
純
粋
に
一
面
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
中
小
都
市
を
除
く
と
、

あ
る
程
度
以
上
の
大
都
市
は
ほ
と
ん
ど
h
h
と
同
の
組
合
せ
だ
け

- 33ー

で
占
め
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
分
類
の
長
所
と
し
て
、
分
類
基
準
を
固
定
化
し
て
い
る
為
、
あ
る
都
市
の
産
業
構
造
や
経
済
機
能
の
年
次
的
な
発
展
と
変

第2表 Oh腿11sωon-吋-Jゐoneωs擦準lに己
よる全米都市の分類結果

Oh1son J ones 
(1940) (1950) 

267 316 

89 106 

13 8 

135 139 

98 90 

163 197 

31 44 

18 12 

29 32 

12 16 

17 

15 

992 

佑
を
一
定
な
基
準
の
も
と
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
次
に
検
討
す
る
ネ
ル

ス
シ
の
基
準
が
全
然
諸
都
市
聞
の
相
対
関
係
し
か
見
ら
れ
な
い
の
に
対

照
合
}
な
し
て
い
る
。

20 

166 

1041 

一
九
四

O
年
と
五

O
年
の
全
米
の
人
口
一
万
以
上
の
都
市
に
対
す
る

才

I
ル
ス
ン
と
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
分
類
結
果
を
第
2
表
に
掲
げ
る
。
前
者

且;J"品

M 

w 
R，. 

M， 

R悶

Ea 

G 

で
は

D
が
都
市
の
経
済
機
能
自
体
と
し
て
認
め
ら
れ
、
全
体
の
一
五
%

M

T

X

D

計

以
上
の
数
に
達
し
て
い
る
の
に
、
後
者
で
は
能
う
か
ぎ
り
更
に
そ
れ
ら

経
済
学
研
究



米
国
の
都
市
地
理
に
関
す
る
一
考
察

大
爺

Nelsonの都市機能分類

へ

上

Y
ゲ

Y
w
y
v
v
v
グ

一
級
以
い
・
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第3表

名称

manufacturing 

r己tailtrade 

professional sevice 
transportation and 
communication 
personal service 
public admin-

istration 
wholesale trad巴
finance， insurance 
and real estate 
mmmg 

diversified 

一
灯
時

R
乱
打

T
D
u
h
w
F
M山

D

の
、
経
済
機
能
の
表
に
よ
る
再
分
類
が
行
わ
れ
た
た
め
、
全
体
の
数
の
減
少
に
も

拘
ら
ず
、
む
以
外
は
個
々
の
欄
は
総
体
と
し
て
増
加
し
て
い
る
。
特
に
足
量
と

出
向
の
増
加
が
大
き
く
、
米
国
の
工
業
化
の
伸
展
を
示
し
て
い
る
。

同
刷
、
と
見
苦
は

同
じ
レ
ベ
ル
又
は
増
加
を
見
せ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
じ
が
こ
の
頃
に
流
入
し
て

来
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
部
で
は
足
の
方
へ
の
移
行
が
行
わ

2. 

ネ
ル
ス
シ
の
分
類

一
九
五
五
年
也
月
の
エ
ゴ
ノ
ミ
ッ
ク
・
グ
ェ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
載
せ
ら
れ
た
ハ

ワ
ー
ド
・
ネ
ル
ス
シ
の
米
国
都
市
の
機
能
分
類
と
題
す
る
論
文
は
、
統
計
的
方
法

-34ー

と
し
て
は
周
知
の
簡
単
な
方
法
を
適
用
し
た
だ
け
で
、

あ
る
意
味
で
は
ハ
リ
ス
か

ら
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
に
至
る
業
績
の
豊
富
で
細
心
な
具
体
性
に
欠
け
て
は
い
る
が
、

そ

れ
ら
の
持
つ
多
少
無
批
判
的
な
経
験
主
義
と
羅
列
主
義
に
対
し
て
見
る
と

一
個
貝

し
て
透
撤
し
た
も
の
を
特
色
と
し
て
い
る
。

ネ
ル
ス
シ
の
分
類
は
、

ジ
ョ
ー
ジ
ズ
と
同
じ
く
一
九
五

O
年
セ
シ
ナ
ス
を
資
料

と
し
、

そ
れ
に
用
い
ら
れ
た
産
業
人
口
分
類
を
取
捨
選
択
し
て
第
3
表
に
見
ら
れ

る
工
業
以
下
鉱
業
に
一
日
一
る
九
大
車
業
グ
ル
ー
プ
に
区
別
す
る
。

一
万
全
米
の
一
万

以
上
の
都
市
を
、
独
立
中
小
都
市
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
数
都
市
が
合
体
し
て
全
体

と
し
て
一
機
能
に
集
中
す
る
場
合
は
こ
れ
を
一
単
位
と
見
、

入
九
七
の
都
市
群
を



第4表 Nelson標

準による全米都市の

分類結果 (1951)

Pf 

T 

PS 

Pb 

W 95 

F 123 

Mi 46 

D 246 

計 897 (宣Z複あり)

183 

137 

81 

96 

92 

85 

Mf 

R 

設
定
し
た
。

(
従
っ
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
シ
・
エ

1
リ
ア
と
類
似

し
た
考
え
に
基
づ
い
て
は
い
る
が
、
後
者
の
如
く
大
き
く
農
村
区
域
を
含
ん
で

は
い
な
い
。
)

こ
れ
ら
の
都
市
の
個
々
に
つ
い
て
前
記
九
産
業
グ
ル
ー
プ
が
職
業
人
口
中
に

占
め
る
。
ハ

l
セ
シ
テ
ジ
を
計
算
し
、
各
産
業
ご
と
に
そ
の
数
値
を
集
計
し
て
、

全
部
市
に
お
け
る
平
均
の
パ

l
セ
シ
ト
と
標
準
偏
差
と
を
算
出
す
る
(
第
3
表
参
照
)
各
都
市
の
各
産
業
の
パ

l
セ
シ
ト
に
つ
い
て
全
国

平
均
値
+
標
準
偏
差
を
超
え
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
特
に
高
い
比
率
に
対
し
て
は
十
N
M
W
D

+
ω
め
匂
を
更
に
限
界
線
と
し
て
用
い
る
。

れ
る
。
従
っ
て
例
え
ば
テ
キ
サ
ス
の
ラ
ポ
ッ
ク
の
ご
と
く
知

こ
れ
ら
の
指
標
を
こ
え
る
産
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
に
応
じ
て

同
〕
匂
喝
、
の
四
機
能
が
特
徴
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
と
と
も
ら
り
得
る
。

級
と
グ
レ
ー
ド
さ
れ
、
該
当
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
摘
出
さ

suJ 

- 35ー

九
グ
ル
ー
プ
の
中
の
ど
れ
一
つ
に
つ
い
て
も
パ

l
セ
シ
ト
が
平
均
十
標
準
偏
差
に
達
し
な
い
都
市
は
、
特
色
な
し
、

す
な
わ
ち
多
面
的
ま

た
は
均
衡
的
と
し
て
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
積
極
的
特
徴
を
も
た
な
い
と
い
う
点
が
そ
の
特
徴
自
体
と
み
な
さ
れ
る
。
オ
ー
ル
ス
シ

江
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
多
面
的
(
足
3

M
削
岩
)
が
同
様
に
本
来
消
極
的
概
念
で
あ
る
の
と
一
致
す
る
。

操
作
に
よ
る
も
の
で
あ
ま
り
異
論
は
起
り
え
な
い
。

ネ
ル
ス
シ
の
分
類
は
、
方
法
白
体
と
し
て
は
産
業
の
大
グ
ル
ー
プ
わ
け
の
細
か
い
技
術
に
種
々
批
判
が
起
り
得
る
ほ
か
は
、
標
準
的
な

一
つ
は
こ
の
方
法
に
よ
る
分
類

が
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
点

し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
な
お
問
題
と
な
る
点
は
、

一
つ
は
平
均
値
と
標
準
偏
差
と
の
割
合
か
ら
起
る
事
実
上
の
不
合
理
、

ズ
の
分
類
を
も
含
め
て
、
労
働
人
口
に
よ
る
分
類
の
限
界
で
あ
る
3

一
つ
は
オ
ー
ル
ス
シ
H

ジ
ョ
ー
ジ

様
の
手
続
に
よ
っ
て
新
た
な
標
準
を
設
け
る
必
要
が
生
ず
る
。

ホ
ル
ス
シ
の
分
類
法
が
全
く
相
対
的
な
標
準
に
依
る
も
の
と
な
る
点
は
自
明
の
前
提
で
、
従
っ
て
一
九
六

O
年
に
は
再
び
五

O
年
と
同

a

」

q
u
'
h

y
、耳、刀

経
済
学
研
究

一
都
市
の
工
業
化
が
あ
る
期
間
に
あ
る
程
度
進
ん
だ
と
し
て
も
、
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全
国
平
均
の
増
加
に
追
い
つ
か
ぬ
な
ら
ば

工
業
都
市
と
し
て
は
階
級
が
下
る
場
合
も
起
り
う
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
産
業
人
口
構
成

が
不
動
の
都
市
は
、
全
国
的
の
勤
ぎ
を
逆
の
方
向
へ
動
い
た
と
い
う
結
果
に
な
る
が
、
果
し
て
こ
う
い
う
動
き
が
そ
の
都
市
に
「
起
つ

た
」
と
考
え
て
良
い
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。

ま
た
同
様
に
ネ
ル
ス
シ
の
定
義
に
よ
る
工
業
都
市
、
小
売
業
都
市
等
に
は
、
全
く
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
」
そ
れ
で
あ
る
。
オ
ー
ル
ス

シ
u
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
に
し
て
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
ろ
う
が
、
ネ
ル
ス
ジ
の
場
合
ま
っ
た
く
こ
れ
以
外
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
具
体
例
に
対
し
て
起
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
宥
業
人
口
中
わ
ず
か
七
%
が
金
融
関
係
に
従
事
す
る
都
市
は
、

第
三
級
の
金
融
中
心
地
(
司
ω)
で
あ
る
の
に
、
五
五
%
の
多
き
が
工
業
に
従
事
す
る
都
市
で
も
、

わ
ず
か
に
ミ
L
で
し
か
あ
り
得
ず
、

b

を
除
け
ば
最
大
の
数
で
あ
る
」
f
h
h

に
お
い
て
一
二
級
は
わ
ず
か
に
一
と
い
う
結
果
に
な
る
如
き
は
、

吋
の
約
半
数
が
三
級
で
あ
る
の
な
ど
に

足
L
に
す
ぎ
ぬ
〉

一
面
的
な
小
都
市
の
特
殊
性
が
強
く
出
す
ぎ
る
こ
と
と
な
る
。

都
市
の
機
能
が
量
的
よ
り
は
質
的
に
表
わ
さ
れ
る
傾

- 36ー

対
し
て
不
合
理
と
見
ら
れ
、

一
般
に
大
都
市
の
重
要
産
業
は
、
大
都
市
の
持
つ
均
衡
性
の
故
に
ヲ
ェ
イ
ト
が
下
り
(
デ
ト
ロ
イ
ト
で
す
ら

向
が
強
く
な
る
と
も
い
え
る
。

第
三
の
労
働
人
口
の
み
を
以
て
都
市
の
機
能
を
測
定
す
る
こ
と
は
、
勿
論
こ
れ
が
一
指
標
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
年
々
の

変
動
が
少
な
く
、
米
国
の
如
き
生
産
構
造
に
地
方
的
な
相
違
の
少
な
い
国
で
は
そ
の
ま
ま
各
産
業
の
活
動
自
体
を
現
わ
す
と
見
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
労
働
力
は
そ
の
ま
ま
で
は
各
産
業
の
活
動
の
絶
対
的
な
比
較
を
な
し
え
る
も
の
で
な
い
。
産
業
の

消
長
は
労
働
力
比
率
の
増
減
に
反
映
す
る
で
は
あ
ろ
う
が

工
業
の
総
生
産
額
、

一
人
当
り
生
産
額
、
小
売
卸
売
商
業
の
額
、
銀
行
の
予

し金
て
の貸
機出
能
に手
は形

文語
化 15
問問
係な
と

の
L の
登種
子早 々

説記
安接
手は

易 EE
でさ主

ご場
無品
耳之官 J

Z T 
要ぷ
素 2
4、目E

三宅r
ιiNIJ 

苦手
企る
ノの
る ?に
必
甚
要ぷ
が主
あ五
要
る
、で

，忠を
わノ、

む進
九ん
労で
働地
入方
日中
中心
心と

の
分
析
は
ネ
ル
ス
シ
の
研
究
に
よ
っ
て
、

そ
の
最
も
純
粋
な
形
に
仕
上
げ
ら
れ
た
が
、

そ
れ
と
同
時
に
こ
の
種
の
方
法
に
よ
る
都
市
機
能



分
析
の
限
界
を
も
臨
め
て
明
瞭
に
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

II 

中
央
卒
原
の
こ
州
に
お
け
る
都
市
の
分
布
と
機
能

ロ
ッ
ド
ヲ
ェ
ル
・
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
は
そ
の
著
、

ノ
1
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
第
二
十
五
章
に
北
米
中
央
平
原
に
お
け
る
都
会
の
分
布
に
つ
い
て
総

大
な
地
域
を
扱
っ
て
い
る
の
で

そ
れ
は
発
生
の
位
置
に
つ
い
て
の
論
述
が
中
心
で
、
経
済
的
発
展
に
は
多
く
触
れ
ず
、
又
あ
ま
り
に
も
広

一
般
法
則
的
な
結
論
に
傾
い
て
い
る
。
グ
ラ

l
ス
が
そ
の
経
済
史
入
門
の
中
で
、
特
に
章
を
設
け
て
ア

括
的
な
研
究
を
し
て
い
る
が
、

メ
リ
カ
に
於
け
る
地
方
大
中
心
部
市
信
百
件

g
H
5
5
m
E
S
E
q
)
の
発
生
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
は
三
十
年
後
の
今
日
で
も
示
唆
的
で

あ
る
が
、
そ
の
後
の
米
国
経
済
の
発
展
は
、
彼
の
述
べ
た
状
態
を
既
に
速
い
過
去
の
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
。
は
し
が
き
に
も
ふ
れ
た
通

り
、
本
来
中
央
平
原
の
全
域
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
探
究
す
る
こ
と
が
、
最
も
意
義
深
く
ま
た
興
味
も
多
い
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の

- 37-

東
北
隅
の
オ
ハ
イ
オ
と
南
西
隅
の
テ
キ
サ
ス
の
二
大
州
を
例
と
し
て
都
市
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

か
な
ら
ず
し
も
地
理
的
単
位

と
は
一
致
し
な
い
政
治
的
区
割
と
し
て
の
州
を
用
い
た
の
は
、
異
論
の
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
統
計
資
料
の
面
、

ま
た
発
展
の
歴

史
の
商
な
ど
で
、
州
単
位
を
用
い
た
方
が
研
究
上
好
都
合
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

A 

オ
ハ
イ
オ

テ
キ
サ
ス
両
州
の
一
般
的
観
察
、
特
に
そ
の
経
済
的
発
展

1. 

中
央
平
原
を
広
義
に
解
す
れ
ば
カ
ナ
ダ
国
境
か
ら
メ
キ
V
ゴ
湾
に
達
し

合
衆
国
統
計
の
東
北
中
央
白
山
田
門

Z
R笹
口

σ
5
5
-
ノ

l

ス
・
セ
シ
ト
ラ
ル
の
東
半
の
意
、

以
下
同
様
)
西
北
中
央

東
南
中
央

西
南
中
央
、
の
二
十
州
を
含
む
。

こ
の
広
大
な
地
域
の
中
か
ら
特

に
オ
ハ
イ
オ
、
テ
キ
サ
ス
の
二
州
を
選
ん
だ
の
は
、
中
央
平
原
諸
州
の
中
マ
、
そ
れ
ら
を
代
表
す
る
と
共
に
対
照
的
な
性
格
安
一
持
ち
、
ま

た
わ
れ
わ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
産
業
発
展
と
都
市
形
成
を
問
題
と
す
る
場
合
、
特
に
関
心
を
有
す
る
点
を
多
く
合
ん
マ
い
る
か
ら
で
あ
る
。

経
済
学
研
究
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両
州
を
選
び
出
す
に
際
し
て
考
慮
し
た
主
な
点
は
、

a. 

人

口

人
口
に
関
し
て
は
な
る
べ
く
多
く
、

ま
た
ほ
ぼ
同
様
に
大
き
な
二
州
を
選
ぼ
う
と
し
た
。
こ
の
点
大
都
市
ジ
カ
ゴ
を
持

つ
イ
リ
ノ
イ
に
だ
け
劣
る
が
、
共
一
に
七
百
万
を
こ
え
、
全
米
の
五
、
六
位
を
占
め
る
両
州
は
適
当
で
あ
る
。

b. 

面

F員

約
六
十
五
万
方
粁

十
万
方
粁
を
こ
え
る
だ
け
の
オ
ハ
イ
オ
と
で
は
著
し
い

平
原
東
北
部
の
旧
聞
州
と
し
て
は
方
ハ
イ
オ
は
小
さ
く
は
な
い
し
、
都
市
分
布
に
関
し
て
は
十
分
な
大
き
さ
を
持
つ

日
本
の
二
倍
に
近
い
大
州
テ
キ
サ
ス
と
、

不
均
衡
で
あ
る
が
、

と
考
え
た
。

c. 

歴

史

こ
れ
は
二
州
を
え
ら
ん
で
対
照
的
に
見
ょ
う
と
す
る
場
合
の
重
要
な
標
準
で
、
後
述
す
る
ご
と
く
著
し
く
性
格
を
異
に

す
る
。
d. 

工
業
化

都
市
の
発
展
の
重
要
な
一
原
因
で
あ
る
工
業
化
の
程
度
と
そ
の
進
行
は

こ
の
二
州
で
相
違
す
る
と
同
時
に
特
徴
的
で

- 38ー

あ
る
。
但
し
こ
の
点
に
関
し
て
は

こ
れ
ら
二
州
は
中
央
平
原
の
代
表
的
タ
イ
プ
と
は
い
え
な
い
。
凡
夫
に
工
業
化
の
進
ん
だ
州
忙
属
す

る。e. 

都
市
の
分
布

小
都
市
が
農
村
中
心
と
し
て
散
在
す
る
州
を
取
ら
ず
、
多
様
な
大
中
都
市
が
分
布
す
る
州
を
選
ぶ
と
、
両
州
は
最

も
適
当
し
た
条
件
を
具
え
て
い
る
。
単
一
の
大
都
市
に
支
配
さ
れ
る
イ
リ
ノ
イ
や
ミ

νガ
シ
の
如
き
州
も
ま
た
目
的
に
合
致
し
な
い
。

s
i
 

核
心
地
域
と
し
て
の
性
格

広
大
な
地
帯
の
中
か
ら
二
地
域
だ
け
を
取
り
出
す
の
で
、
単
な
る
部
分
的
切
片
で
な
く
、

一
つ
の
ま

と
ま
っ
た
存
在
と
な
っ
た
州
を
選
択
し
た
い
。
テ
キ
ナ
ス
は
こ
の
条
件
を
ほ
ぼ
完
全
に
そ
な
え
て
い
る
。
中
央
平
原
の
北
部
は

νカ
ゴ
を

中
心
と
し
た
経
済
的
秩
序
に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
勢
力
回
を
狭
く
考
え
て
も
、

イ
リ
ノ
イ
の
他
に
、

イ
シ
デ
ィ
ア
ナ
、

ア
イ
オ
ワ

ヲ
ィ
ス
シ
コ

V

Y
を
含
み
、

一
州
だ
け
で
代
表
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
に
沿
わ
な
い
。
オ
ハ
イ
オ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

プ
ィ
ラ
J

ア
ル
フ
ィ

ア
の
圏
と

V
カ
ゴ
、

セ
シ
ト
ル
イ
ス
国
の
間
に
あ
っ
て
、
独
自
の
勢
力
闘
を
確
立
す
る
ま
で
に
至
ら
ず
、
通
過
地
域
、
移
行
地
域
的
な
色



彩
も
か
な
り
存
す
る
が
、

し
か
し
隣
接
の
イ
シ
デ
ィ
ア
ナ
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
度
に
独
立
性
を
そ
な
え
て
い
る
。

以
上

a
か
ら
f
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て

こ
の
二
州
の
選
択
が
完
全
で
は
な
い
に
し
ろ
、

ほ
ぼ
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
挙

げ
な
か
っ
た
他
の
諸
州
の
組
合
せ
よ
り
は
侵
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

2. 

両
州
の
自
然
条
件
に
つ
い
て
は
最
も
簡
単
に
触
れ
る
余
地
し
か
な
い
。
オ
ハ
イ
オ
は
北
を
イ
リ
1
湖
、
南
域
安
}
オ
ハ
イ
オ
河
に
限
ら
れ

る
。
州
の
西
半
は
肥
沃
な
黒
土
帯
の
東
端
に
属
す
る
が
、
東
半
と
オ
ハ
イ
オ
河
流
域
は
ア
レ
グ
1
ニ
l
高
原
の
延
長
で
、
起
伏
多
く
豊
か

で
な
い
。
気
候
は
湿
潤
、

温
和
で
股
業
に
好
条
件
の
方
で
あ
る
。
鉱
産
は
豊
富
で
な
い
。
粘
土
が
特
産
に
な
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

州
の
位
置
は
大
西
洋
岸
の
人
口
密
集
地
帯
と
、
内
陸
の
中
心
で
あ
る
デ
ト
ロ
イ
ト
、

ジ
カ
ゴ

セ
ン
ト
ル
イ
ス
等
を
結
ぶ
経
路
に
あ
た

テ
キ
ナ
ス
は
位
置
の
点
か
ら
見
る
と
メ
キ
V
ゴ
に
接
す
る
辺
境
地
帯
で
有
利
で
は
な
い
。

メ
キ
V
コ
湾
に
臨
ん
で
い
る
の
は
利
点
で
あ

- 39ー

っ
て
有
利
な
地
位
に
あ
る
。

る
が
、

天
然
の
良
港
湾
は
少
な
い
。
可
航
河
川
も
少
な
い
。
州
の
地
形
は
西
に
高
く
、
東
は
u
f
坦
で
、
気
候
も
、
州
の
中
央
を
走
る
西
経

西
半
は
乾
燥
の
害
が
大
き
い
。
東
半
は
湿
潤
一
両
温
で
あ
る
。
境
界
練
の
や
や
東
に
極
め
て
杷
沃
な
帯
状
の
黒

九
十
八
度
線
を
境
と
し
て
、

土
帯
が
あ
る
が
そ
の
東
は
土
性
不
良
で
森
林
地
帯
で
あ
る
。
西
部
、
特
に
西
南
部
は
砂
漠
的
で
あ
る
が
、
北
半
に
は
肥
沃
な
赤
土
引
怖
が
存

在
す
る
。
鉱
産
は
東
部
か
ら
西
北
部
に
か
け
米
国
最
大
の
石
油
と
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
が
あ
り
、
湾
岸
に
も
豊
富
な
硫
黄
の
鉱
脈
が
あ
る
。

資
源
に
は
最
も
恵
ま
れ
た
州
の
一
つ
で
あ
る
。

3. 

両
州
の
歴
史
を
比
較
す
る
と
、

記
鉢
に
現
わ
れ
た
古
さ
で
は
、
十
七
世
紀
後
半
に
初
め
て
探
険
さ
れ
た
オ
ハ
イ
オ
に
比
べ
、
す
で
に
一

五
一
九
年
か
ら
二

O
年
に
か
け
、
海
陸
両
方
か
ら
発
見
さ
れ
、

十
七
世
紀
初
頭
に
は
ス
ペ
イ

γ
領
と
し
て
編
入
さ
れ
た
テ
キ
サ
ス
の
方
が

経
済
学
研
究
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は
る
か
に
古
い
。

し
か
し
オ
ハ
イ
オ
は
最
初
の
仏
領
か
ら
英
領
と
な
り

一
七
八
七
年
ノ

l
ス
ク
エ
ス
ト
・
テ
リ
ト
リ
ー
に
編
入
さ
れ
て

以
来
、
独
立
戦
争
後
の
盛
ん
な
西
方
開
発
の
波
に
乗
り
、

一
八

C
一
一
一
年
に
は
早
く
も
合
衆
国
の
正
式
な
一
州
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
に

急
速
に
発
展
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
テ
キ
サ
ス
は
同
じ
一
八

O
一
一
一
年
、
編
入
さ
れ
た
ル
イ
ジ
ア
ナ
の
一
部
と
し
て
米
国
に
属
す
る
と
宣
言
さ
れ
た
が
、
有
効

性
な
く

一
入
二
一
年
メ
キ

ν
ゴ
の
独
立
と
共
に
そ
れ
に
属
し
、
二
十
年
代
末
期
の
米
国
人
の
流
入
が
一
二
十
年
代
の
独
立
戦
争
と
約
十
年

の
独
立
テ
キ
サ
ス
共
和
国
の
時
代
を
経
て

一
八
四
五
年
は
じ
め
て
米
国
の
領
土
と
な
っ
た
。

オ
ハ
イ
オ
は
十
九
世
紀
前
半
に
河
川
、
運
河
、
道
路
で
大
西
洋
岸
と
結
ば
れ
、

四
十
年
代
以
後
は
鉄
道
の
建
設
と
共
に
、
農
業
生
産
を

増
加
し
た
。
南
北
戦
争
も
、
大
湖
地
方
に
お
け
る
製
鉄
の
発
達
の
刺
激
と
な
り
、
パ
ラ
シ
ス
の
と
れ
た
経
済
の
建
設
に
寄
与
し
た
。

合
併
後
の
テ
キ
サ
ス
は
ま
も
な
く
南
北
戦
争
に
敗
者
側
に
立
つ
打
撃
を
う
け
、

そ
の
後
、
州
東
部
へ
の
南
部
の
旧
制
度
の
布
植
と
、

西

- 40ー

部
の
粗
放
な
放
牧
業
と
が
、

人
口
稀
簿
、
生
産
力
低
位
な
由
民
牧
州
を
形
づ
く
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

一
八
九

0
年
代
、

ア
メ
リ
カ
産
業
の
集
中
化
と
共
に
、
大
企
業
は
、
内
陸
の
新
市
場
を
目
標
と
し
て
、
続
々
大
湖
地
方
に
工
場
を
建
設

し
、
更
に
第
一
、
第
二
の
大
戦
は
、
嘗
て
の
農
、

工
併
存
の
オ
ハ
イ
オ
を
、
今
日
有
数
の
大
工
業
州
に
変
貌
さ
せ
た
。
州
西
部
の
肥
沃
地

に
は
依
然
と
し
て
豊
か
な
農
家
が
存
続
す
る
が
、

州
経
済
の
基
調
は
二
変
す
る
に
至
っ
た
。

一
方
テ
キ
サ
ス
も
、

西
部
の
放
牧
地
帯
へ
の
小
麦
培
栽
と
、
続
い
て
大
機
械
を
使
用
す
る
棉
花
栽
培
の
進
出
に
よ
っ
て
、
以
前
の
旧
南

部
的
な
色
彩
に
新
し
い
要
素
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
る
に
今
世
紀
の
初
頭
に
発
見
さ
れ
、
二
十
年
代
以
来
駕
異
的
な
テ
ン
ポ
で

増
産
さ
れ
た
石
油
が
、
東
部
資
本
の
運
営
に
よ
る
と
は
い
え
、
州
内
に
も
資
本
の
蓄
積
を
招
き
、
州
経
済
の
全
面
的
な
向
上
を
招
い
た
。

最
後
に
第
二
次
大
戦
以
降
の
石
油
化
学
工
業
の
建
設
が
、
従
来
工
業
と
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
テ
キ
サ
ス
に
、
新
し
い
大
工
業
地
帯
を
創
造

し
つ

L

あ
る
現
状
で
あ
る
。



工業の対全国比率 (%l

テキサス

1.11 
1.44 
1.83 
2.87 

オハイオ

7.85 
9.06 
8.64 
9.14 

1914 
1929 
1939 
1953 

第6表

額

1
J
/

値
年
は
額

佃
却
前
産

加
却
以
生

附
/
(
¥

テキサス

501，017 
331，567 

7.78 

10 

3 

9.39 

2 

2 

1952 

1953 

1952 

新投資額

附加価値額
全国順位
新投資額
全国順位

145，389 
137，597 

20，263 

5，798 

第 5表

オハイオ

255，167 
199，359 
千エーカ向

22，858 
20，969 

14，341 
ドル

5，558 

1935 
1950 

数
ど割

引、f災

経
済
学
研
究

1935 
1950 

1950 

1950 

-山出
rマL
P

農 場平均
評価額
農場平均
現金収入
州総生産額
全国順位

用農

従
っ
て
オ
ハ
イ
オ
と
テ
キ
サ
ス
の
対
比
は
、
古
い
、
健
全
な
自
営
農
民
的
基
礎
を
持
つ
農
業

の
ょ
に
、
漸
次
高
度
に
形
成
さ
れ
た
工
業
を
持
つ
州
と
、

一
面
旧
制
度
的

一
面
資
本
主
義
な

農
業
社
会
か
ら
急
速
に
鉱
工
生
産
に
移
り
つ
つ
あ
る
州
と
の
対
照
で
あ
る
と
い
え
る
。

4. 
両
州
の
民
業
生
産
と
農
家
経
済
に
関
し
て
第
5
表
に
数
字
を
掲
げ
た
。

オ
ハ
イ
オ
の
生
産
物

は
玉
萄
黍
、
乳
肉
製
品
で
あ
り
、
テ
キ
サ
ス
は
棉
花
、
小
麦
、
肉
牛
で
あ
る
。

た
だ
オ
ハ
イ
オ

の
良
家
は
中
規
模
の
自
作
践
で
あ
り
、
テ
キ
ナ
ス
の
平
均
数
は
東
部
の
黒
人
貧
農
と
西
部
の
大

企
業
経
営
と
の
合
成
物
で
あ
る
。

オ
ハ
イ
オ
の
工
業
化
は
農
家
数
を
最
近
の
十
五
年
聞
に
二

O

%
減
少
さ
せ
た
が
、
テ
キ
サ
ス
は
同
期
間
に
実
に
三
分
の
一
を
失
な
っ
た
の
は
、
限
界
的
貧
農

-41-

4 

の
存
在
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
。
開
拓
初
期
の
自
給
自
足
的
有
畜
民
業
か
ら
次
第
に
商
品
生

産
化
し
た
オ
ハ
イ
オ
に
対
し
、
テ
キ
サ
ス
の
農
牧
業
は
す
べ
て
最
初
か
ら
商
品
的
生
産
で
あ
る

カZ

し
か
も
南
部
的
貧
践
を
か
か
え
と
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

7 

工
業
は
、
立
地
条
件
の
相
違
に
よ
っ
て
、
石
油
化
学
が
支
配
的
で
、

わ
ず
か
の
繊
維
工
業
を

も
っ
テ
キ
サ
ス
と
、
製
鉄
が
基
礎
で
あ
る
が
、
繊
維
を
除
く
す
べ
て
の
工
業
を
持
っ
て
い
る
オ

1953 

ハ
イ
オ
と
は
対
照
的
で
あ
る
Q

全
国
人
口
の
五
%
強
の
オ
ハ
イ
オ
は
、

工
業
生
産
で
は
常
に
そ

れ
を
よ
ま
わ
る
数
字
を
示
し
た
が
、
テ
キ
サ
ス
は
近
年
の
躍
進
は
あ
っ
て
も
、
依
然
か
な
り
低

位
に
あ
る
。

し
か
し
第
6
表
に
見
る
よ
う
に
、
新
投
資
額
は
大
さ
く
、
市
場
の
拡
大
に
伴
な
っ

て
工
業
の
種
類
も
多
様
化
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
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全米

5，308，483 

9，638，453 

17，069，453 

31，443，321 

39，818，449 

50，155，738 

62，947，714 

75，994，575 

91，972，266 

105，710，620 

122，775，046 

131，669，275 

150，697，361 

人口の年次別増加

テキサス

604，215 

818，579 

1，591，749 

2，235，527 

3，048，710 

3，896，542 

4，663，228 

5，824，715 

6，414，824 

7，711，194 

オハイオ

54，365 

181，434 

1，519，467 

2，339，511 

2，665，260 

3，198，062 

3，672，329 

4，157，545 

4，767，121 

5，759，394 

6，646，697 

6，907，612 

7，946，627 

第7表

年度

1800 

1820 

1840 

1860 

1870 

1880 

1890 

1900 

1910 

1920 

1930 

1940 

1950 

鉱
業
生
産
で
は
オ
ハ
イ
オ
は
全
米
諸
州
中
十
一
位
で
、
大
工
業
州
が

原
料
資
源
は
主
と
し
て
他
州
に
依
存
す
る
の
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

方
テ
キ
サ
ス
は
全
米
鉱
産
額
の
四
分
の
一
を
一
州
で
独
占
し
、

石
油
に
つ

い
て
は
四

O
%
を
超
え
る
。

た
だ
そ
の
資
本
は
大
部
分
が
州
外
の
も
の
で

他
の
大
産
業
と
共
に
国
内
植
民
地
的
色
彩
が
あ
り
、
州
内
資
本
の
蓄
積
の

大
き
い
オ
ハ
イ
才
と
は
全
く
異
な
る
。

5. 

両
州
の
人
口
増
加
、
全
体
と
し
て
と
、
個
々
の
都
市
人
口
の
推
移
に
関
し

て
は
、

オ
ハ
イ
オ
に
つ
い
て
見
る
と
、

- 42ー

7
、
8
、
9
の
三
表
な
掲
げ
る
。

開
拓
当
初
十
九
世
紀
前
半
の
速
か
な
人
口
増
加
の
テ
シ
ポ
と

一
九
一

O

年
か
ら
一
二

O
年
に
わ
た
る
、
第
一
次
大
戦
と
そ
の
後
の
好
況
期
の
工
業
化
時
代
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
動
き
は
三
十
年
代
の
不
況
に
よ

第83隻都f¥'i人口の

年次'ilU増加

テキサス

938，104 

1，512，689 

2，389，349 

2，911，398 

4，838，060 

オハイオ

2，665，143 

3，677，136 

4，507，371 

4，612，987 

5，578，274 

1910 

1920 

1930 

1940 

1950 

四
十
年
代
に
は
第
二
次
大

っ
て
一
日
一
阻
止
さ
れ
、
特
に
そ
の
間
の
都
市
人
口
の
停
滞
は
著
し
い
が

戦
の
影
響
で
再
び
増
勢
を
と
り
も
ど
し
て
い
る
。

そ
の
後
は
人
口
稀
簿

な
大
州
へ
の
流
入
に
よ
っ
て
、

テ
キ
ナ
ス
は
、
南
北
戦
争
の
打
撃
で
一
八
六

0
年
代
の
璃
加
が
小
さ
い
が
、

オ
ハ
イ
オ
と
の
人
口
涯
を
次
第
に
小
さ
く
し
て
行
っ
た
。
第
一
次
大

オ
ハ
イ
オ
と
の
差
を
大
き
く
し
た
が
、

二
十
年
代

戦
は
未
だ
テ
キ
サ
ス
に
工
業
化
を
も
た
ら
さ
ず
、

四
十
年
代
の
化
学
工
業
化
は
一
気
に
百

十
万
の
人
口
を
吸
収
し
て
、

の
石
油
ブ
1
ム
は
人
口
増
加
に
そ
の
影
響
が
看
取
さ
れ

恐
ら
く
次
の
十
年
間
に
オ
ハ
イ
オ
を
凌
駕
す
る
傾
向
に
あ
る
。
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第9表

テキサス

経
済
学
研
究

都
市
人
口
は
工
業
化
と
最
も
大
き
く
関
係
し
、
先
進
の
オ
ハ
イ
オ

は
四
十
年
前
テ
キ
サ
ス
の
一
一
一
倍
、
二
十
年
前
二
倍
の
都
市
人
口
を
所

有
し
た
の
が
、
今
日
で
は
自
己
の
熔
加
が
続
い
て
い
る
の
に
も
拘
わ

ら
ず
、

差
を
著
し
く
小
さ
く
し
て
い
る
。
人
口
の
都
市
に
お
け
る
鵡

加
は
一
両
州
で
州
全
体
の
人
口
増
加
よ
り
も
は
る
か
に
急
テ
ン
ポ
で
あ

り
、
郡
部
人
口
、
特
に
農
家
人
口
は
顕
著
に
縮
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
さ
き
に
テ
キ
サ
ス
州
の
民
家
数
減
少
を
あ
げ
た
が

そ
れ
に
合

致
し
て
同
州
の
投
家
人
口
は
最
近
十
年
間
に
二
百
十
五
万
人
か
ら
百

一
二
十
万
人
に
と
変
化
し
た
。
(
統
計
基
準
の
変
化
で
減
少
が
十
万
人

ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
が
。
)
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第
9
表
は
個
々
の
都
市
の
人
口
増
加
で
あ
る
が

オ
ハ
イ
オ
に
お

け
る
早
く
か
ら
の
都
市
集
中
と
比
較
的
緩
慢
な
増
加
、
遅
れ
て
発
足

し
た
テ
キ
サ
ス
諸
都
市
の
急
激
な
上
昇
は
対
照
的
で
あ
る
(
例
え
ば

v
v
y
v
ナ
l
テ
ィ
と
ヒ
ュ

l
ス
ト
シ
)
、

た
だ
し
こ
の
表
は
中
心
部

市
だ
け
の
も
の
な
の
で
、
周
聞
に
人
口
が
増
大
し
て
い
る
方
ハ
イ
オ

州
大
都
市
の
実
情
を
示
し
て
い
な
い
。

一
九
四

O
年
以
後
の
十
年
間

に
ク
リ
ー
グ
ラ
ジ
ド
市
自
体
，
の
人
口
は
九
十
万
か
ら
一
万
四
千
増
し

た
だ
け
で
あ
る
が
、
都
市
区
域
中
の
周
辺
の
部
分
で
は
一
一
一
十
七
万
弱
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第10表 1940-1950年の都市
人口増加率と住宅建設

人口増加率
(全都市域区)新住宅率

(%) (%) 

全米 21.2 

Akron 20.8 19.0 

Canton 20.6 19.1 

Cincinnati 14.9 13.0 

Cleveland 15.6 16.2 

Columbus 29.5 20.3 

Dayton 38.0 27.8 

Hamilton-Middletown 22.4 19.0 

Springfield 16.7 16.1 

Toledo 14.9 15.3 

Y oungstown 11.6 16.8 

Lima 20.3 17.3 

Lorain-Elyria 31.8 22.6 

テキサス

AmariIlo 41.8 

Austin 45.0 

Beaumont-Pt. Arthur 34.2 

Corpus Christi 78.6 

Dallas 54.3 

EI Paso 48.8 

Ft. W orth 60.2 

Galveston 39.3 

Houston 52.5 

San Antonio 48.0 

Wa巴o 27.8 

Laredo 22.3 

Lubbock 95.1 

San Angelo 49.9 

Wichta Falls 33.8 

数一宅一住一
数
の
一
宅

満
一
住
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一
の
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一
年
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か
ら
五
十
五
万
に
増
加
し
て
い
る
。
第
叩
表
は
全
都
市
区
域
の
最
近
十
年
間
の
増
加
を
示
し
、
全
国
平
均
に
近
い
オ
ハ
イ
オ
と
、
非
常
な

高
率
の
増
加
の
テ
キ
サ
ス
が
6. 

こ
れ
に
平
行
す
る
住
宅
建
設
率
の
相
呉
と
共
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

世
界
の
い
か
な
る
国
に
も
優
っ
て
、
交
通
機
関
及
び
交
通
路
と
、

九
世
紀
前
半
の
内
陸
水
運
、
後
半
の
鉄
道
の
影
響
が
大
き
く
、

都
市
の
発
生
、
成
長
の
関
係
が
密
接
な
国
は
米
国
で
あ
る
。
特
に
十

こ
れ
が
最
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
市
T
，
忠
人
平
原
で
あ
る
。
二
十
世

紀
、
特
に
最
近
の
道
路
輸
送
の
発
展
は
、
道
路
建
設
の
フ
レ
キ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
に
、

む
し
ろ
す
で
に
建
設
さ
れ
た
大
都
市
の
優
位

を
増
強
し
、
中
小
都
市
の
競
争
を
圧
迫
す
る
様
な
逆
の
傾
向
が
生
れ
て
を
て
い
る
。
オ
ハ
イ
オ
、
テ
キ
サ
ス
の
二
州
に
お
い
て
も
、
交
通

と
都
市
発
達
の
関
係
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
無
限
の
素
材
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
大
略
し
か
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



a. 

オ
ハ
イ
J
A

州
に
入
っ
た
最
初
の
交
通
路
は
、

ボ
ー
ル
テ
ィ
モ
ア
と
ブ
ィ
ラ
デ
ル
ブ
ィ
ア
か
ら
ア
パ
レ

1
チ
ア
山
脈
を
越
え
て
オ
ハ

イ
オ
河
上
流
に
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ホ
イ

1
リ
シ
グ
と
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
か
ら
川
船
が
オ
ハ
イ
オ
河
を
下
り
、
当
時
の
植
民
活
動
の
中

心
で
あ
っ
た
オ
ハ
イ
オ
河
中
流
域
と
ケ
シ
タ
ッ
キ

1
北
部
へ
と
向
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
の
重
要
地
点
と
し
て
勃
興
し
た
の
が
V
Y
V
ナ

I

テ
ィ
で
あ
り
、

一
八
一
一
年
に
最
初
の
蒸
気
船
が
河
上
に
浮
ん
だ
。

一
方
ホ
イ

l
リ
シ
グ
か
ら
は

カ
γ
パ
ラ
シ
ド
・
ロ
ー
ド
、
通
称
ナ

V
ヨ
ナ
ル
・
。
ハ
イ
ク
が
、

ほ
ぼ
オ
ハ
イ
オ
河
と
平
行
し
て
州
の
中
部
を
貫
い
て
西
に
延
び
、
一
八
一
二
三
年
コ
ラ
シ
パ
ス
に
達
し
、
更
に
西
、

イ
シ
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
か
ら
ミ

νvvッ
ピ

l
河
に
向
い

こ
れ
も
活
滋
な
移
住
の
ゴ

l
ス
と
な
っ
た
。
州
の
北
部
で
は
一
七
九

0
年
代
に

ゴ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
か
ら
の
移
住
者
が
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
を
建
設
し
、

オ
ハ
イ
オ
河
と
同
じ
く
一
八
一
一
年
に
最
初
の
蒸
汽
船
が
イ
リ
1
湖

を
航
行
し
た
。

イ
リ

1
湖
岸
線
、
ナ
V
ョ
ナ
ル
・
パ
イ
ク
・

ル
1
ト
、
オ
ハ
イ
オ
河
線
が
形
成
さ
れ
た
が
、
十
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
そ
の
重
要
度
は
今
日
と
全
く
逆
で
、
最
南
の
線
が
最
も
重
要
一

か
く
て
今
日
に
至
る
ま
で
の
オ
ハ
イ
オ
州
の
一
二
つ
の
重
要
な
東
西
交
通
路
、

最
北
が
最
も
劣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

- 45-

ゴ
一
つ
の
東
西
通
路
が
重
要
に
な
る
と
、
南
北
、
特
に
オ
ハ
イ
オ
河
と
イ
H
ノ

1
湖
の
水
運
を
連
結
し
よ
う
と
の
企
図
が
起
り
、
州
の
東
部

を
、
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
か
ら
オ
ハ
イ
オ
河
畔
の
ポ

l
ツ
マ
ス
に
至
る
オ
ハ
イ
オ
・
イ
リ
l
運
河
、

西
部
で
イ
リ
l
湖
岸
の
ト
リ
ー
ド
を

ν

γν
ナ
l
-プ
ィ
と
結
ぶ
マ
イ
ア
ミ
・
イ
リ

l
運
河
が
そ
れ
ぞ
れ
三
四
十
年
代
に
完
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
運
河
は
、

そ
の
後
久
し
か
ら
ず
し

て
鉄
道
時
代
が
到
来
し
た
の
で
、

実
質
的
な
意
義
は
持
ち
得
な
か
っ
た
が
、

地
形
的
に
容
易
な
ゴ

1
ス
を
求
め
た
た
め
、

そ
の
径
路
は
後

に
も
重
要
な
交
通
路
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

鉄
道
は
始
め
無
数
の
小
企
業
と
し
て
相
互
の
密
接
な
述
絡
な
し
に
着
手
さ
れ
た
が
、
大
西
洋
と
ミ

νリ
V

ッ
ピ
ー
を
結
ぶ
重
要
径
路
に
当

る
た
め
、
激
し
い
統
合
の
過
程
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。

ム
7

日

旧
オ
ハ
イ
オ
河
の
代
り
に
は

B
・O
鉄
道
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
線
が

νvJ

ジ
ナ
l
テ
ィ
を
通
過
し
、

ナ

ν
ョ
ナ
ル
・
。
ハ
イ
ク
の
上
を
ペ
シ
ジ
ル
グ
ェ
ニ
ア
鉄
道
の
セ
シ
ト
ル
イ
ス
本
線
が
走
っ
て
い
る
。
イ
リ
l
湖

経
済
学
研
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岸
に
密
接
し
て
は

N
・
Y
-
C
鉄
道
の
ジ
カ
ゴ
本
線
が
あ
る
が
、

輸
送
上
も
っ
と
も
重
要
と
な
っ
た
と
の
地
持
は
、
湖
岸
か
ら
一
帽
百
粁
ほ
ど

の
帯
の
中
を
、
他
の
四
大
鉄
道
の
ジ
カ
ゴ
本
線
が
互
に
交
錯
し
な
が
ら
西
に
向
っ
て
い
る
。

南
北
の
鉄
道
輸
送
は
東
西
に
比
す
る
と
重
要
度
が
劣
る
が
、
西
グ
ア

1
ジ
ニ
ア
炭
田
の
石
炭
を
五
大
湖
地
方
に
運
ぶ

C
-
O
、
N
-
W
の

二
大
鉄
道
は
共
に
ポ

l
ツ
マ
ス
か
ら
旧
オ
ハ
イ
オ
・
イ
リ
l
運
河
の
コ

l
ス
を
利
用
し
て
コ
ラ
シ
パ
ス
、
吏
に
、
湖
岸
の
ト
リ
ー
ド
に
達

し
、
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
南
部
に
向
う
路
線
は

二
会
社
が
共
に
マ
イ
ア
ミ
・
イ
リ
l
運
河
の
径
路
を
利
用
し
て

V
Y
V
ナ
1
テ
ィ
に
向
つ

て
い
る
。

道
路
網
は
今
日
オ
ハ
イ
オ
の
全
都
市
を
相
互
に
結
ん
で
い
る
が

オ
ハ
イ
オ
の
通
過
的
地
位
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
は

州
北
部
を
貫

い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

V
カ
ゴ
を
直
結
す
る
有
料
道
路
オ
ハ
イ
オ
・
タ

l

y
パ
イ
ク
と
、

グ
レ

1
ハ
ヲ
シ
ド
会
社
の
大
陸
横
断
特
急
パ
ス

内
陸
水
運
は
現
在
イ
リ

I
湖
上
に
最
も
活
溌
で
、

近
く
セ
シ
ト
ロ

1
レ
シ
ス
河
の
可
航
化
が
完
成
す
れ
ば
一
一
胞
の
刺
戟
を
う
け
る
で
あ

- 46ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ス
ア
ジ
ジ
ェ
ル
ス
の
通
過
す
る
中
央
部
の
旧
国
道
の
二
重
要
ル
ー
ト
で
あ
る
。

ろ
う
が
、
嘗
て
の
重
要
性
を
一
時
全
く
失
っ
た
オ
ハ
イ
オ
河
も
、
再
び
重
要
貨
物
の
輸
送
路
と
し
て
生
命
を
復
活
し
つ
つ
あ
る
。

b
 
テ
キ
サ
ス
は
可
航
河
川
を
欠
い
て
い
る
こ
と
と
、
開
発
の
進
行
が
鉄
道
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
の
と
二
つ
の
理
白
か
ら
ほ

と
ん
ど
鉄
道
の
み
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

一
八
七
二
年
に
東
方
と
南
方
か
ら
ダ
ラ
ス
に
達
し
た
鉄
道
が
、

七
三
年
の
恐
慌
の
た
め
、

え」

ら
に
四
十
マ
イ
ル
の
ブ
ォ

l
ト
・
ワ

l
ス
に
延
・
長
さ
れ
る
の
に
四
年
を
要
し
、

ま
で
言
わ
れ
る
。
ヤ
六
世
紀
以
来
知
ら
れ
て
い
た
エ
ル
・
パ

l
ソ
が
州
西
端
の
大
都
市
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、
自
然
障
壁
に
よ
っ
て
鉄

こ
れ
が
今
日
ま
で
の
両
都
市
の
勢
力
去
の
原
因
で
あ
る
と

道
が
す
べ
て
こ
こ
に
集
中
し
た
為
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
テ
キ
サ
ス
で
は
、
道
路
の
発
達
は
鉄
道
の
影
響
力
を
減
殺
す
る
方
向
に
向
っ
て

い
る
。
ダ
ラ
ス
は
、

西
方
か
ら
の
鉄
道
が
す
べ
て
一
日
一
集
中
す
る
ブ
ォ

l
ト
・
ワ

l
ス
と
の
競
争
的
地
位
を
強
め
る
た
め
、

ブ
ォ

l
ト
・

ワ
I
ス
に
入
ら
ず
に
ダ
ラ
ス
と
直
結
す
る
道
路
網
を
西
方
に
建
設
し
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
、
鉄
道
の
み
の
中
心
と
し
て
は
従
来
か
ら
ダ



-
フ
ス
よ
り
も
や
や
優
位
に
あ
っ
た
ブ
ォ

l
ト
・
ワ
1
ス
を
圧
迫
し
て
い
る
。

テ
キ
サ
ス
、
特
に
ダ
ラ
ス
の
最
近
に
お
け
る
航
空
及
び
パ
ス
輸
送
に
お
け
る
重
要
性
の
増
加
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

テ
キ
サ
ス

州
が
米
国
の
東
西
を
結
ぶ
径
路
よ
り
南
に
外
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
シ
航
空
の
東
西
便
の
ほ
と
ん
ど
は
ダ
ラ
ス
を
中
継
地
と
し
、

グ
レ

I
ハ
ヲ
シ
ド

コ
シ
テ
イ
ネ
シ
タ
ル
の
二
大
パ
ス
会
社
も
ま
た
ダ
ラ
ス
を
東
西
を
結
ぶ
大
結
節
点
と
し
て
い
る
。

テ
キ
サ
ス
の
経
済

的
社
会
的
発
展
が
、

そ
の
辺
境
的
な
位
置
を
も
克
服
し
て
、

一
つ
の
中
心
た
る
地
伎
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
一
例
証
と
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
オ
ハ
イ
オ
は
、
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
る
空
間
縮
少
の
影
響
を
う
け
て
、
道
路
、
鉄
道
、
航
空
(
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
飛

行
場
無
着
陸
機
の
増
加
)
の
各
面
で
、
交
通
地
理
的
に
は
次
第
に
通
廊
的
な
地
位
に
低
下
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

テ
キ
サ
ス
mb
水
運
は
、
海
洋
航
運
が
主
で
あ
り
、

人
工
的
に
巨
費
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
諸
活
か
ら
は
、

石
油
と
棉
花
が
莫
大
な
量
で

は
重
量
愉
送
に
大
き
な
役
目
を
果
し
て
い
る
。

- 47ー

積
出
さ
れ
て
い
る
。
河
川
水
運
は
全
く
欠
け
て
い
る
が
、
テ
キ
サ
ス
西
部
か
ら
メ
キ
V
コ
湾
岸
を
ミ
V

V
ッ
ピ
河
に
結
ぶ
沿
岸
内
陸
水
路

B 

両
州
都
市
の
発
生
と
成
長

1. 

第
日
表
に
オ
ハ
イ
オ
州
内
の
主
要
都
市
の
名
称
と
一
九
五

O
年
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
シ
・
エ

l
yア
に
含
ま
れ
る
人
口
、
及
び
一
九
四

O

五
O
年
に
お
け
る
異
な
っ
た
分
類
基
準
に
基
づ
く
分
類
四
種
を
掲
げ
る
。

今
日
の
オ
ハ
イ
オ
州
の
諸
都
市
に
つ
い
て
共
通
な
点
は
、

そ
れ
ら
が
か
な
り
高
度
に
工
業
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

註
1

一
九
五

O
年
の
全
米
都
市
の
平
均
を
標
準
と
す
る
ネ
ル
ス

γ
の
分
類
で
も
、

(
篇
末
の
府
知
日

日
表
参
照
。
)

十
二
都
市
中
八
は
足
H

即
ち
工
業
都
市
で
あ

り

こ
の
標
準
で

D
、
多
面
的
と
分
類
さ
れ
た
五
都
市
で
も
、
相
当
の
工
業
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
想
限
さ
れ
る
。
従
っ
て
古
い
職
業
人

註
2

口
率
を
基
準
と
し
た
オ
ー
ル
ス
シ

t
v
ョ
ー
シ
ズ
分
類
で
は
一
九
五

O
年
に
十
二
中
十
一
ま
で
が
工
業
都
市
と
な
る
。

J

ア
1
ト
シ
が
N
分

経
済
学
研
究



米
国
の
都
市
地
理
に
関
す
る
一
考
察

大
爺

(A)は中心都市のみに関する分類

(B)は全都市区域応対する分類

備考

類
で
公
務
員
都
市

o
l
J
分
類
で
工
業
都
市
と
い
う
一
見
奇

オハイオ諸都市の機能分類

Nelson 1950年

1950 全都市

(B) 区域人口

Mf 410，032 

Mf 283，194 

D 906，402 

D 1，465，511 

F 503，410 

Pb 457，333 

Mf 147，203 

D 111，661 

D 395，551 

Mf 528，498 

D 89，343 

Mf 129，827 

呉
な
相
呉
を
示
す
の
は
、

こ
の
市
の
活
動
の
ニ
面
、
航
空
技
術

1950 
(A) (B) 

M，，， 且f明

lVI"" M明

M"， 11ιn 

M叫 M叫

Mγ 且![r

M肌 JV1叫

M"， M明
JV1明 JV1"，

M明 M"，

JV1明 JV1"，

M叫 M"，

M叫 JV1"，

Ohlson幽Jones

1940 
(A) 

Mm 

f哨

Mγ 

M叫

Rm 

M刑

JV1"， 

JV1，，， 

Mγ 

M 

M 

M"， 

研
究
所
と
機
械
工
業
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
五

O
年
で

O
l
J
標
準
で
多
面
的
と
判
定
さ
れ
た
の
は
州

の
首
都
の
ゴ
ラ
シ
パ
ス
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

註、

1
2

以
下

N
分
類
、

N
標
準
、

o
l
J
分
類
、

o
i
J
襟
拙
平
等
と

略
す
る
こ
と
あ
り
。

第 11表

Akron 

Canton 

Cincinnati 

Cleveland 

Columbus 

Dayton 

Hamilton-M. 

Springfield 

Toledo 

Youngstown 

Lima 

Lorain-E. 

オ
ハ
イ
オ
の
諸
都
市
は
ほ
と
ん
ど
十
八
世
紀
末
か
十
九
世
紀

初
頭
に
主
と
し
て
可
航
水
路
に
対
す
る
良
好
な
位
置
に
建
設
さ

- 48ー

れ
た
も
の
勺
あ
る
。
大
都
市
中
で
最
も
古
い

v
y
v
v
ナ
I
テ
イ

は
一
七
八
八
年
に
オ
ハ
イ
オ
河
畔
に
ブ
ォ

1
ト
・
ワ
V
V

シ
ト
シ

と
し
て
建
設
さ
れ
、
早
く
も
一
八
一
九
年
に
約
一
万
の
人
口
を

も
っ
て
布
と
し
て
の
権
利
を
獲
得
し
た
。
起
源
の
最
も
新
し
い
ゴ
ラ
シ
パ
ス
は
一
八
一
二
年
に
国
道
予
定
線
上
に
州
首
府
と
し
て
、

7
ノ
庁
ノ

ロ
シ
は
一
八
二
五
年
に
オ
ハ
イ
オ
・
イ
リ

1
運
河
予
定
水
路
の
最
高
地
点
に
、

夫
々
全
く
人
為
的
に
建
設
さ
れ
た
の
は
興
味
が
あ
る
。
前

述
し
た
如
く
、
嘗
て
の
水
路
、
道
路
は
、
良
好
な
地
形
選
択
の
結
果
、
今
日
で
も
重
要
な
交
通
路
線
と
し
て
生
命
を
存
続
し
て
お
り
、
東

西
ー
を
結
ぶ
一
二
路
線
と
、
南
北
の
二
路
線
の
主
に
州
の
大
部
分
の
部
会
が
見
出
さ
れ
る
。

最
北
の
東
西
路
線
す
な
わ
ち
イ
リ
l
湖
岸
に
は
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
と
ト
リ
ー
ド
の
二
都
市
が
あ
り
、

こ
の
路
線
の
今
日
の
重
要
性
に
ふ

さ
わ
し
く
大
都
市
に
発
展
し
て
い
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
南
北
韓
の
交
点
に
あ
た
り
、

ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
は
さ
ら
に
大
西
洋
岸
か
ら
山
脈



を
こ
え
る
交
通
路
が
イ
リ

1
湖
に
つ
、
吉
あ
た
る
点
、
又
こ
の
線
上
の
石
炭
鉱
業
地
帯
と
ジ
ュ
ぺ
リ
オ
ア
湖
一
期
の
大
鉄
鉱
と
を
結
ぶ
最
短
線

上
に
位
す
る
。
従
っ
て
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
は
、
そ
の
直
接
の
周
囲
に
は
何
等
の
原
料
資
源
を
有
し
な
い
の
に
、
国
内
有
数
の
製
鉄
業
の
中

心
地
と
な
り
、
州
最
大
の
都
市
と
な
っ
た
。

ト
リ
ー
ド
は
こ
れ
に
対
し
て
、

イ
リ
l
湖
最
西
端
で
、
水
陸
連
絡
点
と
し
て
良
好
な
様
に
地

図
上
で
は
見
え
る
が
、
実
は
湖
上
の
舟
運
は
こ
と
ご
と
く
北
方
ミ

νガ
シ
半
島
を
迂
回
し
て
西
に
向
っ
て
い
る
。

」ょ

f
h
lノ
ド
戸
・
山
J
2

7

7

1
ノ

l
f
カ
K
P
U

で
は
逆
に
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
れ
ぬ
、

西
グ
ァ

l
ジ
ニ
ア
炭
田
か
ら
湖
畔
へ
の
最
も
容
易
な
鉄
道
輸
送
路
の
終
点
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
こ
を

石
炭
の
大
和
出
港
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
西
方
の
ロ
レ

1
y
u
イ
リ
リ
ア
は
そ
の
衛
星
工
業
都
市
で
あ
る
。

ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
近
く
南
方
に
ヤ

γ
グ
ズ
タ
ク
シ

キ
ャ
シ
ト
ン

(
製
鉄
)
ア
ク
ロ
シ
(
ゴ
ム
)

の
一
二
つ
の
工
業
都
市
が

金
融

商
業
等
の
活
動
で
に
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
に
従
属
し
て
存
在
す
る
。

そ
の
発
生
は
い
ず
れ
も
内
陸
水
運
に
基
づ
き
、

そ
の
成
長
は
鉄
道
(
す

州
中
部
を
東
西
に
横
ぎ
る
旧
国
道
は
、
純
粋
な
陸
上
径
路
で
あ
る
が
、

一
i

j

ヨ
1
ク
と
テ
キ
サ
ス
及
び
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
結
ぶ

ーのー

べ
て
幹
線
上
に
位
置
す
)
輸
送
と
、
州
東
北
部
の
工
業
化
に
負
う
て
い
る
。

最
短
線
で
あ
る
為
、
近
年
著
し
く
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
。
州
の
中
央
で
こ
の
線
上
の
ゴ
ラ
シ
パ
ス
は
又
同
時
に
旧
オ
ハ
イ
オ
・
イ
リ

ー
の
運
河
の
ル

l
ト
上
に
あ
り
、
南
北
交
通
の
要
点
に
な
る
。
西
方
の
ス
プ
リ
シ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
デ

1
ト
ン
は
国
道
と
マ
イ
ア
ミ
・
イ

マ
イ
ア
ミ
運
河
に
沿
っ
て
南
下
す
る
と

V
Y
V
ナ
1
テ
ィ
の
衛
星
ハ
ミ
ル
ト
シ
日
ミ
ド
ル
タ
ク
ン
が
あ
り
、

更
に
オ
ハ
イ
オ
河
上
の

v
y
ν
ナ
1
テ
ィ
に
達
す
る
。
。
へ

y
v
v
ル
グ
ェ

1
ニ
ア
鉄
道
の

V
カ
ゴ
本
線
上
の
ラ
イ
マ
を
加
え
る
と
、
オ
ハ
イ

リ
l
運
河
と
の
交
点
で
あ
る
。

オ
の
重
要
都
市
は
こ
と
ご
と
く
古
く
か
ら
の
交
通
路
の
要
点
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

天
然
資
源
に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
い
オ
ハ
イ
オ
の
諸
都
市
が
工
業
化
す
る
た
め
に
交
通
地
也
の
良
い
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
起
源
が
同

じ
く
古
く
て
も
交
通
に
恵
ま
れ
な
い
都
市
は
工
業
を
発
展
さ
せ
得
ず
に
小
都
市
に
止
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

オ
ハ
イ
オ
の
都
市
の
工
業
化
が
依
然
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
四

O
年
の

O
I
J
分
類
で
足
量
(
高
度
の
工
業
都
市
)
に
達
し
て
い
な
か

経
済
学
研
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米
国
の
都
市
地
理
に
関
す
る
一
考
察

大
爺

1950 

全都市区

域人口

87，140 

160，980 

195，083 

165，471 

614，799 

194，968 

361，253 

113，066 

806，701 

500，460 

130，194 

56，141 

101，048 

58，299 

98，493 

テキサス諸都市の機能分類

Nelson 

1950 

(B) 

W2TP. 

PoF 

DfMj 

P.Pb 

F3W 

T 

D 

T2F2 

F 

P.3Pb2F 

防Y

R 

RWP.F 

RP. 

RMiP. 

第四表
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J

・

'

品

市

γ

?

明

間

情

T

r

T

m

し

一

恨

D仙
九

M

R

R

R

M

M

R

P

山

R

R

R

R

R

即

氾

一

一

凶

市

出

一

回

都

品

一

)

M

全

仕

山

A

γ

'

J

T

m

ι

叫

拙

叫

?

?

γ

前

)

町
一

(

R

R

R

R

R

T

M

T

R

R

R

R

R

R

R

市
川

'n-
O

一目
。
一O
)

刀

み

-

M

A

r

r

i

w

m

p

崎

町

2

叫

p

p

p

叫

D

F

到

(

R

R

R

X

R

R

R

T

P

A

R

D
此

R
P
A
R
R
恥都、υ

A

中

一+し

抗

-

m

i

h

3

h

削

1

1

'

H

a

 

o

此

山

崎

m

l
陥

E
m
p
F
;

U

0

1

0

配

む

間

町

'
d
A
m
-
-

凶

山

岡

山

町

h

w
仲

間

山

必

叩

山

北

M
L
E
M
僻

m

m

z

q
山

E

畑
山

m

n
釦

訓

巾

n
・
日
比

お

お

民

白

島

田

町

孔

M

E

h

w

h

k

h

w

っ
た
主
つ
の
都
市
が

五

O
年
に
は
す
べ
て
凶
器
↓
足
、

足
、
↓
出
向
さ
足
↓
出
向
車
と
い
う
勤
き
を
示
し
て
い
る
こ

と
で
明
か
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
州
で
地
方
中
心
と
し
て

の
地
位
(
後
述
)
を
占
め
て
い
る
四
つ
の
大
都
市
が
N

分
類
で
は
一
つ
も
工
業
都
市
の
範
聞
に
入
っ
て
い
な
い

の
は
、
地
方
中
心
部
市
の
多
面
的
な
性
格
を
表
わ
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

J
A

ハ
イ
オ
の
都
市
の
発
達
は
、
図
式
的
に
い
え
ば

十
九
世
紀
前
半
に
、
交
通
路
に
沿
っ
て
発
生
し
た
小
商

- 50ー

業
都
市
が
、
後
半
以
降
工
業
を
加
え
、
二
十
世
紀
に
入

っ
て
、
米
国
東
北
部
の
工
業
化
に
伴
な
い
、
純
粋
の
工

業
都
市
に
転
化
し
つ
つ
人
口
を
増
加
す
る
過
程
と
い
え

Q

。
そ
れ
ら
の
中
で
他
の
都
市
よ
り
も
優
勢
に
な
っ
た

少
数
は
、
卸
売
、
金
融
、
文
化
活
動
位
一
寸
の
要
素
を
加
え

な
が
ら

地
方
中
心
都
市
へ
、
更
に
メ
ト
ロ
ポ
H
ノ
タ
シ

セ
シ
タ
ー
へ
の
努
力
を
続
け
て
い
る
が

ニュ

I
ヨ
1

ク
と

ν
カ
ゴ
の
二
大
中
心
の
聞
の
空
間
が
絶
え
ず
狭
め

ら
れ
て
い
る
今
日
で
は
、
最
後
の
地
位
に
到
達
す
る
に



は
相
当
の
困
難
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。

2. 

テ
キ
サ
ス
諸
都
市
の
人
口
と
分
類
は
第
日
表
と
全
く
同
じ
形
式
で
第
ロ
表
に
掲
げ
て
あ
る
。
第
日
表
と
の
比
較
で
一
見
し
て
明
瞭
な
の

は
、
基
準
が
や
や
古
く
、

工
業
都
市
と
し
て
の
分
類
を
下
し
や
す
い

O
l
J
標
準
で
す
ら
、

工
業
都
市
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、

オ
ハ
イ

オ
の
都
市
中
、

一
を
除
い
て
全
部
を
占
め
た
同
陶
器
は
十
五
都
市
に
一
つ
も
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

N
分
類
の
結
果
も
ま
た
同
様

に
特
色
が
多
く
N

J

(

主
と
し
て
ホ
テ
ル
営
業
)
で
分
類
標
準
(
平
均
+
標
準
偏
差
の
意
と
す
)
を
超
え
る
も
の
が
六
都
市
も
あ
り
、
其

の
他
の
項
目
で
も
標
準
を
超
え
る
も
の
が
多
く
、

オ
ハ
イ
オ
の
十
二
都
市
で
標
準
以
上
の
値
の
合
計
が
七
に
過
ぎ
な
い
の
に
比
し
、
十
六

都
市
で
二
十
八
に
達
す
る
。
オ
ハ
イ
オ
が
多
面
的
都
市
五
を
有
し
、
分
類
標
準
を
こ
え
て
も
一
級
の
範
囲
に
す
べ
て
留
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
テ
キ
サ
ス
で
は
多
面
的
都
市
は
二
、

二
級
以
上
の
指
標
は
六
つ
で
あ
る
。
要
す
る
に
テ
キ
サ
ス
の
諸
都
市
は
全
米
の
標
準
的
職
業
人

- 51ー

口
構
成
か
ら
は
大
き
く
は
ず
れ
、

そ
の
は
ず
れ
方
は
工
業
人
口
が
少
な
い
の
を
主
な
特
徴
と
し
て
い
る
。

テ
キ
サ
ス
の
諸
都
市
の
位
置
は
大
別
し
て
一
二
群
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
メ
キ

ν
ゴ
湾
岸
の
都
市
で
、
内
陸
へ
の
門
戸
と
し
て
比
較
的

早
く
植
民
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
発
達
は
鉄
道
に
よ
る
州
内
陸
と
北
部
、
東
部
諸
州
と
の
直
接
の
連
絡
の
完
成
、
後
背
地
農
業
の
不
振
な

ど
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
最
近
の
石
油
精
製
、
石
油
化
学
工
業
の
路
進
と
、
製
品
の
積
出
し
に
よ
っ
て
著
し
い
刺
戟
を
う

け
、
急
速
に
人
口
増
大
に
向
っ
て
い
る
。

湾
岸
を
代
表
す
る
大
都
市
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
、
テ
キ
サ
ス
共
和
国
当
時
の
首
府
の
歴
史
さ
え
持
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
発
展
は
遅

々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
一
四
年
に
完
成
し
た
五
十
哩
の
運
河
が
ヒ
ュ

l
ス
ト

γ
を
海
港
と
し
て
か
ら
漸
く
人
口
増
加
は
速
か
に
な

り
特
に
最
近
十
年
間
、
石
油
化
学
工
場
の
相
次
ぐ
建
設
に
よ
っ
て

そ
の
中
心
と
し
て
の
位
置
を
確
立
し
、
現
在
全
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

も
最
も
仲
展
の
著
し
い
都
市
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
州
東
端
に
近
い
ボ
l
モ
シ
ト
・
ボ
ー
ト
ア
1
ナ
ー
も
小
規
模
な
が
ら
同
様
の
経
過
を

経
済
学
研
究
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大
爺

辿
っ
て
い
る
。
棉
花
、
石
油
の
積
出
港
と
し
て
ヒ
ュ

1
ス
ト

γ
と
屑
を
並
べ
る
の
は
近
援
の
ガ
ル
グ
エ

ス
ト
シ
で
あ
り
、
南
方
の
ゴ

1
0ハ

ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
は
保
養
地
兼
海
港
で
あ
る
。

州
の
中
央
近
く
、
東
北
か
ら
西
南
に
伸
び
る
黒
土
帯
に
は
重
要
な
都
市
が
連
っ
て
い
る
。

四
十
哩
を
へ
だ
て
て
対
立
す
る
ダ
ラ
ス
と
ブ

オ
ー
ト
・
ワ
l
ス
の
二
大
都
市
は
、

士
一
ハ
に
農
産
の
他
に
石
油
権
益
を
分
け
合
っ
て
い
る
。

よ
り
南
方
の
ヲ
ェ

1
コ
と
オ

l
ス
テ
ィ

γ
は、

後
者
は
州
首
府
で
あ
る
が
、

黒
土
帯
の
農
村
を
背
景
と
す
る
。
サ
シ
ア
シ
ト
ニ
方
も
こ
の
線
の
延
長
上
に
位
す
る
が
、
乾
燥
気
候
の
為
牧

畜
地
帯
と
な
る
。
更
に
こ
こ
は
重
要
な
軍
事
都
市
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
す
べ
て
黒
土
帯
に
沿
う
交
通
路
が
東
南
に
流
れ
る
河
川

と
交
叉
す
る
地
点
に
発
生
し
て
い
る
。

湾
岸
と
黒
土
帯
の
都
市
は
線
状
に
配
列
し
て
い
る
が
、
テ
キ
サ
ス
西
半
の
広
大
な
地
帯
の
都
市
は
、

む
し
ろ
相
互
に
適
当
な
間
隔
を
置

ロ
の
例
の
ご
と
く
、
鉄
道
線
の
集
中
が
あ
る
特
定
地
点
の
優
越
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

- 52ー

い
て
散
布
さ
れ
た
様
に
配
置
さ
れ
る
。
個
々
の
都
市
に
つ
い
て
見
る
と
、
例
え
ば
。
ハ
シ
ハ
ン
ド
ル
(
北
西
の
突
出
部
〉
の
中
心
の
ア
マ
リ

テ
キ
サ
ス
の
都
市
は
全
体
と
し
て
な
お
発
展
の
初
期
に
あ
り
、
成
長
は
極
め
て
速
か
で
あ
る
が
、

人
口
数
で
は
中
部
市
程
度
、
機
能
は

o
l
J
分
類
で

H
F
W
Z
分
類
で
勾
又
は
唱
と
N
J

を
特
徴
と
す
る
も
の
が
多
い
。
州
の
工
業
生
産
は
急
上
昇
し
つ
つ
ら
り
、
新
工
場
の

そ
れ
が
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
如
き
都
市
で
も
あ
ま
り
分
類
結
果
に
反
映
し
な
い
の
は
、
資
本
投
下

建
設
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
に
、

と
生
産
価
額
は
巨
大
で
ふ
め
る
が
、
使
用
工
員
数
が
局
限
さ
れ
て
い
る
化
学
工
業
の
特
質
を
反
映
し
て
い
る
。

最
後
の
点
は
、
機
械
工
業
中
心
で
一
雇
用
労
働
数
の
多
い
旧
開
工
業
地
の
オ
ハ
イ
オ
と
対
照
を
な
す
と
共
に
、
労
働
人
口
の
率
の
み
を
韮

準
に
す
る
分
類
法
に
対
す
る
重
要
な
批
判
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

3. 

グ
ラ
!
ス
が
そ
の
著
書
の
中
で
指
摘
し
た
の
は
、
米
国
の
如
く
国
土
が
極
め
て
京
大
で
、

し
か
も
政
治
に
も
社
会
生
活
に
も
地
方
分
権



の
傾
向
が
強
い
社
会
で
は
、
全
国
が
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
如
き
一
つ
の
大
中
心
か
ら
す
べ
て
を
支
配
さ
れ
る
様
な
組
織
の
代
り
に
、

域
の
形
成
に
当
っ
て
、
特
に
そ
の
中
心
部
市
、

い
く
つ
か
の
大
都
市
を
中
心
と
す
る
独
立
性
を
持
っ
た
地
域
の
複
合
体
と
し
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
過
程
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
様
な
地

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

γ
・
セ
シ
タ

1
の
役
割
を
重
視
し
、

一
都
市
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
シ
・
セ
ン

タ
ー
た
る
地
位
を
得
る
よ
に
必
要
な
条
件
を
論
じ
、

ま
た
こ
れ
ら
の
条
件
の
成
熟
度
に
よ
っ
て
、
個
々
の
都
市
の
位
置
づ
け
を
も
行
な
っ

J._ 

/'-。
グ
ラ
l
ス
が
条
件
と
し
て
あ
げ
た
も
の
の
う
ち
、
経
済
機
能
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、

ま
ず
卸
売
商
業
で
あ
り
、

こ
れ
が
そ
の
勢
力
闘

下
の
諸
都
市
に
物
資
を
供
給
し
、

又
は
生
産
物
を
こ
の
都
市
を
通
じ
て
集
散
す
る
。

し
か
し
高
度
に
発
展
し
た
中
心
部
市
の
機
能
と
し
て

最
も
根
本
的
な
の
は
、
金
融
機
関
で
あ
っ
て
、

こ
れ
の
働
き
を
通
じ
て
、

そ
の
支
配
す
る
地
域
の
経
済
活
動
と
そ
の
発
展
を
左
右
で
さ
る

J

ア
ル
ブ
ィ
ア
、

彼
が
そ
の
研
究
の
結
果
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

γ
・
セ
シ
タ
ー
と
し
て
あ
げ
た
都
市
は
、
大
西
洋
岸
で
ポ
ス
ト
シ
、

ボ
ー
ル
テ
ィ
モ
ア
、
中
央
平
原
の
東
部
で
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
、
ジ
シ
ジ
ナ

I
テ
ィ
、
中
部
で
ジ
カ
ゴ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、

キ
ヤ
ジ
ザ
ス

νテ
ィ
、
太
平
洋
岸
で
ナ
ジ
ブ
ラ
シ

V
ス
ゴ
、
以
上
の
十
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
ク
リ
ー
グ
ラ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

フ
ィ
ラ

q
J
 

戸
片
J

と
し
た
。

西
部
で
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
、

シ
ド
、

ν
シ
ジ
ナ

l
テ
ィ
の
二
都
市
は
オ
ハ
イ
六
州
に
存
在
す
る
。
オ
ハ
イ
オ
の
都
市
個
々
に
つ
い
て
は
さ
き
に
簡
単
で
は
あ
る
が
触
れ

た
の
で

こ
こ
で
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
シ
・
セ
シ
タ
ー
を
中
心
と
す
る
都
市
の
系
列
化
と
、

そ
の
過
程
に
お
け
る
都
市
間
の
、

地
域
支
配
権

を
め
ぐ
る
争
闘
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

十
九
世
紀
前
半
を
通
じ
て
、

オ
ハ
イ
オ
河
畔
の
v
v
γ
V
ナ

l
-ア
ィ
は
、
ミ
V
V
ッ
ピ
河
口
の
ニ
ュ

1
オ
l
リ
ア
シ
ズ
を
除
い
て
、

ア
パ

レ
ー
チ
ア
以
西
の
最
大
の
都
市
で
あ
り
、

世
紀
の
中
葉
に
は
こ
の
地
域
の
唯
一
無
二
の
大
中
心
部
市
で
あ
っ
た
。

一
八
四

O
年
、
新
聞
の

オ
ハ
イ
オ
州
が
人
口
で
全
米
の
第
三
位
に
達
し
た
時

γ
γ
ν
ナ
1
-プ
ィ
は
四
万
六
千
の
人
口
を
数
え
た
が
、

イ
リ

1
湖
岸
の
ク
H
ノ

I
グ

経
済
学
研
究
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大
爺

-
ブ
シ
ド
は
六
千

ν
カ
ゴ
の
如
与
円
、

オハイオの都市系列

小中心
(小売)

C1巴ve1and

Akron 

Canton 

Youngstown 

Sandusky 

Mansfie1d 

(Toledo 
Lima 

(Ft. Wayne) lI mb Zanesville 

Marion 

Springfie1d 

(Pittsburgh) f (Wheeling) 
東南調 l(Parkersburg) 

Cincinnati 

Dayton 

Portsmouth 

(Richmond) 

(Lexington) 

(Huntington) 

( )内の都市は他州の都市で関係

あるもの。

は
数
百
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

i¥. 

C1eve1and 
東北部

To1edo 
西北部

Co1umbus 
中央部

Cincinnati 
南部

五

O
年
に
は
十
一
万
五
千
の
人
口

を
以
て
全
米
の
コ
一
大
都
市
の
一
つ

で
あ
り
、
肉
雄
詰
は
全
国
の
首
位

に
あ
り

ア
パ
レ

1
チ
ア
以
西
で

中中心
(卸売)

第13表

C1eve1and 

大中心
(金融)

大最
学初
をの
誇法
つ学
て.部
いと
た怪
，主会
で「

部
を
持
ぐコ

v
y
v
ナ
l
テ
ィ
の
優
越
は
し

一日一

備考

か
し
世
紀
の
後
半
に
北
方
の
競
争

者
V
カ
ゴ
と
ク
リ
ー
グ
一
ブ
シ
ド
の
勃
興
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
た
。
特
に
鉄
道
交
通
の
大
中
心
と
な
っ
た
V
カ
ゴ
は
、
ま
た
た
く
間
に
南
北

戦
争
の
打
撃
を
う
け
た

νγν
ナ
l
テ
ィ
を
凌
駕
し
て
、
平
原
の
西
半
一
帯
を
そ
の
勢
力
下
に
収
め
た
。

v
v
y
V
ナ
1
テ
ィ
は

νカ
ゴ
と

ア
パ
レ

l
チ
ア
山
系
間
の
覇
権
を
北
方
の
ク
リ
ー
グ
ラ

γ
ド
、
東
方
の
ピ
ッ
ツ
パ

I
グ
と
争
っ
た
が
、
湖
岸
一
帯
の
権
益
は
い
ち
は
や
く

ν
シ
ジ
ナ
l
-
プ
イ
の
乎
か
ら
逃
れ
、
オ
ハ
イ
オ
河
の
中
流
域
と
南
方
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の
み
が
そ
の
勢
力
関
と
し
て
残
さ
れ
た
。
グ
ラ

1
ス

が
観
察
し
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
り
、
過
去
の
光
彩
は

νγν
ナ
l
テ
ィ
を
な
お
十
一
の
大
中
心
地
の
う
ち
に
数
え
さ
せ
た
が
、
「
し
か

も
そ
の
勢
力
は
縮
少
し
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
日
の

v
v
y
v
ナ
1
テ
ィ
は
成
熟
し
た
文
化
を
持
つ
九
十
万
の
都
市
で
、
オ

ハ
イ
オ
河
域
に
お
け
る
中
心
と
し
て
の
地
位
は
闘
い
が

し
か
し
全
国
的
な
大
中
心
の
一
と
は
数
え
難
く
な
っ
て
い
る
。

自
己
の
支
配

人
口
百
四
十
五
万
、
金
融
的
に
も
産
業
的
に
も
は
る
か
に

V
Y
V
ナ
l
テ
ィ
に
優
る
実
力
を
持
つ
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
は
、



国
獲
得
の
た
め
に
最
も
精
力
的
に
闘
っ
て
い
る
大
都
市
の
一
つ
で
あ
る
が
、

し
か
も
そ
の
勢
力
国
は
未
だ
確
立
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
状

態
で
あ
る
。

ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
は

νγν
ナ
l
rプ
ィ
と
は
実
質
的
に
競
争
関
係
に
立
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

オ
ハ
イ
オ
流
域
と
イ
リ

I
湖
岸
と
は

別
個
の
経
済
圏
で
あ
り
、
州
の
中
部
を
境
界
に
し
て
両
者
は
自
ら
分
た
れ
て
い
た
。

ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
闘
い
は
、

一
方
製
鉄
地
帯
を
め

ぐ
っ
て
ピ
ッ
ツ
バ

1
グ
と
の
聞
に
、
他
方
湖
上
の
覇
権
を
争
っ
て
デ
ト
ロ
イ
ト
と
パ
ブ
ア
ロ
ー
と
の
間
に
起
っ
た
。

世
界
最
大
の
製
鉄
地
帯
は
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
か
ら
ア
レ
グ
l
ニ
l
山
系
中
の
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
に
至
る
二
百
粁
の
廻
廊
を
形
づ
く
っ
て
い

る
。
そ
の
両
端
の
二
大
都
市
は
、

そ
れ
ぞ
れ
大
製
鉄
地
で
あ
る
と
共
に
、

コ
ー
ク
ス
生
産
の
中
心
、
鉄
鉱
荷
下
し
の
要
港
で
あ
り
、
更
に

卸
売
商
業
、
銀
行
業
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
等
の
実
力
を
持
つ
競
争
相
手
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
が
、

ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
は
三
大
銀
行
を
持
つ
の
で
)
を
持
つ
ク
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
に
幾
分
有
利
で
は
あ
る
が
、

し
か
も
な
お
判

一日一

両
者
の
争
い
は

よ
り
分
化
し
た
工
業
と

よ
り
多
方
面
に
関
心
を
持
つ
金
融
機
関
(
ピ
ッ
ツ
パ

1
グ
は
メ
ロ
シ
系
の
一
銀
行
に
支
配

然
と
パ
ラ
シ
ス
が
傾
い
た
の
で
は
な
く
、
州
境
を
界
に
勢
力
を
二
分
す
る
状
態
に
あ
る
。

湖
上
の
角
逐
も
、
東
端
の
要
簡
に
位
置
し
て
、
製
粉
、
製
鋼
に
実
力
を
有
す
る
パ
フ
ア
ロ
ー
と
、
自
動
車
工
業
の
巨
大
都
市
デ
ト
ロ
イ

ト
と
の
競
争
に
お
い
て
、
船
隊
の
四
分
の
三
を
所
有
し
、
中
心
的
位
置
に
ら
る
ク
リ
l
グ
ラ
シ
ド
に
有
利
に
展
開
し
て
い
る
が
、

な
お
決

定
権
を
握
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

か
く
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
が
白
己
の
勢
力
圏
を
固
め
る
た
め
に
、
周
回
の
諸
都
市
と
争
っ
て
い
る
う
ち
に
、

ゴ
の
巨
大
な
影
は
オ
ハ
イ
オ
全
域
に
次
第
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
オ
ハ
イ
オ
州
に
お
け
る
今
日
の
都
市
の
系
列
と
し
て
は
、

一
方
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

ν
カ

応
、
第
四
区
の
連
邦
準
備
銀
行
所
在
地
と
し
て
ぺ

γγ
ル
グ
ェ
ニ
ア
西
部
か
ら
ケ
シ
タ
ッ
キ

1
に
及
ぶ
範
聞
を
支
配
す
る
ク
リ
ー
グ
ラ
シ

ド
を
大
中
心
と
し

ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
自
身
と

v
v
γ
v
v
ナ
l
テ
ィ
、
両
者
の
境
界
上
に
独
自
の
勢
力
範
聞
を
築
き
つ
つ
あ
る
コ
ラ
シ
パ

経
済
学
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米
国
の
都
市
地
理
に
関
す
る
一
考
察

大
爺

ス
、
州
西
北
隅
の
商
業
都
市
ト
リ
ー
ド
の
四
者
が
中
中
心
と
し
て
州
の
大
部
を
分
割
し
、
更
に
そ
れ
ら
が
数
個
の
小
中
心
を
勢
力
下
に
持

つ
と
い
う
vv
ス
テ
ム
が
成
立
し
て
い
る
。
小
都
市
の
地
方
中
心
と
し
て
の
機
能
は
小
売
商
業
、
中
中
心
の
そ
れ
は
卸
売
商
業
、
大
中
心
の

4. 

(
以
上
に
つ
い
て
は
篇
末
の
第
口

-m-m表
参
表
)

そ
れ
は
金
融
と
、
範
時
的
に
は
定
義
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

キ
ャ
シ
ザ
ス

V
テ
ィ
と
ナ
ジ
ブ
ラ
シ

vv
ス
コ
と
の
聞
に
広
大
な
空
白
地
帯
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

シ
・
セ
シ
タ
!
な
し
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
今
日
、
テ
キ
サ
ス
州
の
ダ
ラ
ス
が
、
何
人
と
い
え
ど
も
否
定
し
得
な
い
南
西
部
の
大
中
心
と

ロ
ス
ア

γ
ジ
ェ
ル
ス
と
共
に
米
国
の
回
大
中
心
の
一
と
ま
で
数
え
ら
れ
る
に

ゴ
一
十
年
以
前
の
グ
ラ
l
ス
の
著
書
に
は
、

し
て
出
現
し
、

あ
る
場
合
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ν
カ
ゴ
、

テキサスの都市系列

小中J!}

lD ll Ft. Worth 
Wi巴htaFalls 

Abilene 

ls Agl 
Wa巴O

Tyler 

Paris 

f Houston 
l Beaumont 
( San Antonio 

I Austin 

Sa品Ant寄可 C叫 usChristi 
I Laredo 

l Harlingεn 

(Amarillo 
Lubbo巴k

(Clovis) 

f EI Paso 
l (Roswell) 

(Little Rock) Texarkana 
東北隅

Amarillo 
北西部

El Paso 
西部

Dallas 
中央北部

Houston 
東南部

中中心

第14表

大中心

Dallas 

至
っ
た
の
は

そ
の
間
に
お
け
る
テ
キ
ナ

ス
の
発
展
と
共
に
め
ざ
ま
し
い
現
象
で
あ

- 56-

る。
ダ
ラ
ス
の
躍
進
は
し
か
し
確
乎
と
し
た

理
由
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ

し
く
金
融
中
心
と
し
て
の
発
展
で
あ
り

一
九
一
四
年

五
州
に
ま
た
が
る
南
西
部

の
広
大
な
地
域
が
第
十
一
連
邦
準
備
区
と

な
り
、
準
備
銀
行
が
当
時
人
口
十
万
の
ダ

-
フ
ス
に
決
定
さ
れ
た
時
そ
の
今
日
の
地
位

は
約
束
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。



し
か
し
こ
こ
で
も
ま
た
覇
権
を
争
っ
て
都
市
間
の
激
し
い
競
争
が
起
っ
た
。
そ
の
第
一
は
ダ
ラ
ス
の
宿
命
的
な
ラ
イ
グ
ア
ル
で
あ
り
、

そ
れ
を
敵
視
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
近
接
の
ブ
ォ

1
ト
・
ワ
I
ス
で
あ
る
。
二
者
の
間
の
争
は
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
石
油
と
棉
花
に
利
害

関
係
を
持
つ
ダ
ラ
ス
と
、
石
油
、
小
麦
、
肉
牛
に
基
礎
を
置
く
ブ
ォ

1
ト
・
ワ

I
ス
と
で
は
、

テ
キ
サ
ス
西
部
の
農
業
的
発
展
と
共
に
ブ

オ
ー
ト
・
ワ
l
ス
に
有
利
に
バ
ラ
ン
ス
が
傾
く
の
で
は
な
い
か
と
の
予
想
も
存
在
し
た
が
、
現
実
に
は
常
に
五
対
一
ニ
の
比
率
で
ダ
ラ
ス
が

優
位
を
保
ち
、
今
日
、

工
業
化
の
進
ん
だ
プ
ォ

I
ト
・
ワ

1
ス
を
そ
の
工
業
的
衛
星
都
市
化
す
る
に
至
っ
た
の
は
一
に
準
備
銀
行
と
民
間

の
二
大
銀
行
更
に
保
険
業
を
根
幹
と
す
る
そ
の
金
融
的
勢
力
で
あ
っ
た
。

ダ
ラ
ス
の
最
大
の
競
争
相
手
は
、
急
速
に
発
展
す
る
、
州
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
工
業
的

に
大
き
な
力
会
}
持
つ
湾
岸
の
ヒ

4

1
ス
ト
シ
で
あ
る
。
労
働
運
動
に
関
し
て
は
後
進
的
な
テ
キ
サ
ス
で
も
特
に
保
守
的
な
こ
の
都
市
は
、

こ
の
戦
い
が
ほ
ぼ
終
り
に
近
づ
い
た
今
日
、

ダ
ラ
ス
に
挑
戦
す
る
撞
々
の
施
設
を
整
備
し
つ
つ
あ
る
。

関
、
劇
場

ν
シ
プ
ォ
ニ

l
、
そ
の
他
を
包
括
す
る
ダ
ラ
ス
は
、
全
米
に
、
お
い
て
、

し
か
し
金
融
資
本
と
、
卸
売
、
小
売
活
動
と
、
教
育
機

- 57-

曲
一
寺
田
な
資
本
の
力
で
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
シ
・
セ
ジ
タ

l
の
特
徴
的
な
機
能
を
最

も
純
粋
に
具
備
し
た
都
市
で
あ
り
、
そ
の
地
位
は
不
動
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
い
る
。

テ
キ
サ
ス
に
お
け
る
都
市
の
系
列
は
、
大
中
心
ダ
ラ
ス
、
中
中
心
ダ
ラ
ス
、

ヒ
4

1
ス
ト

γ
、
ナ
シ
ア
ジ
ト
ニ
オ
、

エ
ル
パ

l
ソ

ア

マ
ジ
ロ
、
小
中
心
は
こ
れ
ら
を
含
め
て
十
九
で
あ
る
。
オ
ハ
イ
才
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
ラ
シ
ド
・
マ
ク
ナ
リ
l
の
商
業
地
図
中
の

商
業
地
域
図
が
そ
の
資
料
で
あ
る
。
こ
の
地
図
で
は
中
・
小
中
心
だ
け
し
か
あ
げ
て
い
な
い
が
、

テ
キ
ナ
ス
の
場
合
ブ
ォ

l
ト
・
ワ

1
ス

が
中
中
心
と
し
て
の
性
格
と
実
力
を
備
え
て
い
る
の
に

こ
れ
に
数
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

ダ
ラ
ス
と
一
体
祝
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
興
味
深
い
の
は
、
両
州
の
面
積
に
六
倍
以
上
の
開
き
が
存
在
す
る
の
に
、
中
中
心
の
数
は
四
対
五
、
小
中
心
は
十
四
対
十
九
と
、
中

心
の
数
は
大
差
な
い
こ
と
で
、
両
州
の
人
口
が
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
中
中
心
、
又
は
小
中
心
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に

そ
な
え
得
る
た
め
に
は
、
ゐ
る
一
定
の
勢
力
国
人
口
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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米
国
の
都
市
地
理
に
関
す
る
一
考
察

大
爺

以
上
米
国
中
央
平
原
の
代
表
的
な
二
州
に
お
け
る
都
市
の
発
生
か
ら
今
日
の
地
域
的
、
機
能
的
系
列
化
ま
で
概
略
的
に
考
察
し
た
が
、

都
市
の
発
生
発
展
と

そ
の
社
会
経
済
的
背
景
に
つ
い
て

一
面
で
は
一
一
階
大
量
観
察
的
に
、
他
方
個
々
の
例
に
つ
い
て
は
一
層
歴
史
的

具
体
的
に
、
更
に
追
究
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

(
本
稿
中
の
統
計
は

C
・m-mg点
目
立
白
色

krZけ
ggu
回
目
出

S
ユ
ロ
回
目

mgt回
忌
ロ
白
色

C
・∞・。。
d
H
H
q
R
M門
M
C
E
U
1
り
白

g
∞cow-

J

円
。
担
司
U
O
G
F
H
O
同
〉

mzg-gg-
冨
出
回
目

g-v弘
同
四
国
司
切
。
Q
F
向
か
ら
引
用
し
、
ま
た
は
算
出
し
た
。
)

~15表 人口 1人当り工業生産額

(1947年附加価伎額)

(人口は 1950年)

l'ル

494 米全

800 オハイオ

1123 Akron 

990 

858 

Canton 

Cin巴innati

1055 Cleveland 

552 

1086 

933 

1014 

Columbus 

Dayton 

Hamilton-M. 

Springfield 

Toledo 986 

1073 

224 

162 

Youngstown 

テキサス

Amarillo 

73 

910 

251 

Austin 

Beaumont-Pt. A. 

Corpus Christi 

Dallas 389 

180 EI Paso 

406 Ft. Worth 

651 Galveston 

478 Houston 

138 San Antonio 

c.m・

251 

備考第15，18， 19表は
全郡市区域l己対する数字

- 58ー

Waco 



第1611受 有主主人口の manufa巴圃
turing ratio (%) 

人口 1人当り小売商業額

(1948年)

(人口は 1950年)

第17表

Jones 

1950 

(A) (B) 

Ohlson 

1940 

(A) 

(B) (A) 

867 

経
済
学
研
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ドル

米会

71 71 60 Akron 1210 987 全米都市

67 

55 

60 

67 

61 

55 

61 

47 

52 

Canton 

Cincinnati 

Cleveland 

オ

928 

49 

68 

70 70 66 Hamilton-M. 

イ

65 68 63 Springfield オ

60 

70 

45 

68 

59 

57 

38 

57 

49 

57 

Columbus 

Dayton 

Toledo 

Youngstown 

ノ、

1184 

1294 

1237 

1301 

1228 

1409 

1255 

1202 

1306 

1277 

988 

950 

980 

1048 

1009 

986 

905 

952 

1128 

890 

オハイオ

Akl"on 

Canton 

Cin巴innati

Cleveland 

Columbus 

Dayton 

Hamilton-M. 

Spl"Ingfi白ld

Toledo 

Youngstown 
16 (?) 8 Amarillo 

14 13 11 Austin 
845 テキサス

53 

24 

22 

30 

42 

44 

37 

24 

19/51 

22 

16 

30 

43 

43 

23 

24 

Beaumont-Pt. A. 20/8 

24 

21 

16 

7 

14 

22 

16 

Corpus Christi 

Ft. Worth 

Houston 

San Antonio 

Galveston 

Dallas 

EI Paso 

ア

キ

サ

ス

1016 

1175 

1140 

1436 

1092 

1336 

1255 

1173 

929 

1158 

1352 

865 

998 

859 

1154 

808 

1120 

1039 

1021 

792 

891 

Amarillo 

Austin 

Beaumont-Pt. A. 

Corpus Christi 

Dallas 

EI Paso 

Ft. Worth 

Galveston 

Houston 

San Antonio 

Wa巴O 32 13 7 Waco 

備考各都市について

(A)は全都市区域

(B)は中心市域応対する数字

- 59ー



第 19表 人口 1人当り銀行預金額 第四表 卸売商業/小売商業

(1949年) の比率 (1948年} 米
(人口は 1950年) 国

ドル
npo p の

全 米 145.2 高官
616 市

士出

Canton 610 オハイオ 128.4 理
K 

フtI Cin巴innati 890 
関
すAkron 84.9 
る

Cleveland 1344 Canton 67.7 
ノ、 E 考

Columbus 698 Cin巴innati 260.8 察

Dayton 521 Cleveland 227.4 
大

オ i 爺
Hamilton-M. 560 

Columbus 144.4 

Dayton 91.8 
イ ISpringfield 582 

Hamilton-M. 31.0 
Toledo 839 

Springfield 53.2 

Youngstown 621 Toledo 118.8 

Youngstown 58.8 

AmarilIo 930 

Austin 432 
テキサス 125.7 

テ IB白au削 596 Amarillo 204.1 

Corpus Christi 476 Austin 55.2 

キ IDallas 1129 Beaumont-Pt. A. 60.7 

日1Paso 544 
Corpus Christi 99.2 

Dallas 310.2 
サ 1Ft.Worth 866 

El Paso 136.0 

Galveston 893 
Ft. Worth 164.9 

ス IHouston 989 Galveston 52.6 

San Antonio 558 Houston 206.2 

羽Taco 518 San Antonio 124.9 

Waco 119.4 

- 60ー
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